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巻 頭 言

文化と評価

小　倉　久　和（福井大学大学院工学研究科）

先日久しぶりに高知へ行く機会があった．21 年前に福井大学へ赴任するまで９年余り住んでいた

ので懐かしい地である．はりまや橋は高知市の真ん中，アーケード商店街の帯屋町入口近くで，すぐ

傍にはりまや橋交差点がある．高知観光の起点となる交差点である．筆者がいた頃はそこに「とでん

西武百貨店（もとは福井の「だるまや」と同じような土佐電鉄のとでん百貨店，のちに西武デパート）」

があった．西武デパートは 2002 年に閉店･撤退し現在は更地になっている．紆余曲折のあと，2007

年にファッションビルの計画が具体的に進み出した．しかし，2008 年に顕在化した世界的金融不況

で計画が頓挫，この秋，突然パチンコ店主体の複合施設構想が浮上してきた（以上は 2009 ／ 12 ／

22 付け『高知新聞』より）．はりまや橋はペギー葉山の「南国土佐を後にして」で一躍有名になった「名

所」であるが，観光客が期待して行くと「アッ」という間に通り過ぎてしまう「がっかり度」でも「有

名」なところである．高知駅前から路面電車（とでん）に乗ると車内に「西武跡地を考える会」のビ

ラが貼られていた．はりまや橋のイメージがさらにダウンするのを警告し，行政による買い戻しを含

めた対応を訴えている．行政は静観ということで，手をこまねいているらしい．

筆者が高知にいたころは本四架橋が無い時代で，鉄道では大阪まで７～８時間，航空便では前後の

アプローチと待ち時間を含めて２～３時間であった．今は高速道路も通っていて，鉄道でも４時間で

ある．高知は福井よりはるかに知名度があるが，どこの地方都市とも同様に厳しい状況にあり，高速

道路も起爆剤にはならなかった．2010 年のＮＨＫ大河ドラマの主人公が坂本龍馬ということで，地

元の高知はあちこちに「龍馬」があふれていた．知人の高知の先生は「なんでもかでも龍馬，龍馬，

高知駅も高知市も龍馬駅，龍馬市にしたらえいがよ」などと悪態をついていたが，これは四万十川河

口の歴史的にも由緒ある土佐の小京都・中村市が四万十市になったことへの当て付けである．

福井でもほとんど同じ様なことが進行しつつあるのは，偶然ではないだろう．個人的な感想であ

るが，これは文化の貧困化を示しているのではないか．グローバル化した経済構造を背景に不況が世

界を覆っている．日本では高齢化・少子化が急速に進んでいる．明るい展望を描くのが極めて辛い時

代である．しかし，そのような中だからこそ「文化」を大切にし，発展させるべきなのではないのか．

地域は，街は，さまざまな歴史と顔を持つ．多様な発展を期待しつつ，遺産を残し，新しい文化の礎

を創る．１つの評価だけに寄り掛かっていてはそのようなことは不可能である．「龍馬」は福井には

いない．龍馬に代る歴史上の人物を探すのも重要であろうが，評価の座標は様々なものがあるし変化

する．高知へ行く前に，研究室にいる中国からの留学生に高知と龍馬の話をしたが，彼は龍馬を全く

知らないし，筆者も分かりやすく説明できなかった．筆者は中国の歴史には全く疎いが「赤壁の戦い」

は読んだり映画で観たりしたことがあるし，世界的にも知名度がある．「龍馬」といえども世界的な

視野ではまだまだローカルな話題なんだ，ということを改めて感じた．

目を転ずると，実は大学でも同じようなことが起っているのではないか．大学は学問の，教育・研
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究の府である．文化の発展の責任の一端を担わねばならない．しかし，少子化，入学生の学力低下，

学生の就職難，若手研究者の流民化，大学財政の貧困化など，目をおおうばかりである．国立大学は

６年前に独法化され国立大学法人となった．筆者の学生時代にはおずおずと語られていた産学共同が

今では福井大学の重要課題のトップである．もちろんそれは重要であるが，しかし，１つの評価軸で

ある．第１期目の中期目標期間が終わり，来年度には第２期が始まる．今期は，福井大学は幸い相対

的に高い評価を得たが，それはその評価の座標軸での位置に過ぎない．困難な時代にあってこそ，大

学が支えるべき文化，世界に発信できる文化の創造にはもっと多様な評価の座標軸を必要とするし，

広い裾野をもった活動と展望を描く責務が大学にはあると思う．
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最近しきりに気になることがあります．こ

の間もＮＨＫのテレビを見るともなしに見てい

たところ，どこかの主婦のグループが幼い子供

たちを集めて戦争体験を語る会というのを催し

ているのを報じていました．そこでは，おばさ

ん達が入れ替わり立ち替わって，原爆の悲惨さ，

空襲の酷さを語り，なかには当時の「防空頭巾」

の現物をかぶって見せる人もいました．そして

ある女の子（多分幼稚園児）に感想を聞き " 戦

争って怖いと思った " という答えを得て，「こ

れが戦争体験である」と結んでいました．

これは非常に偏った，一面的な「体験談」で

す．こんなものだけが「戦争体験」という名の

もとに伝えられ，憲法９条を守る根拠になると

思われたら，それはある意味では危険でさえあ

ります．それならこんな空襲に会わないように

すればよいのではないか，９条を捨てて軍隊を

持ち，北朝鮮など先に叩きつぶして日本本土が

空襲に遭わないようにすればよい．日清・日露

戦争のように，日本の " 外 " で戦争をすればよ

いのではないか．最近早くも或るいかがわしい

政党が唱えだしています．

私は考えるのですが，戦争というのは，要

するに何か政治目的を達成するために互いに相

手の人民を " 殺し合う "，できるだけ多数の相

手を殺すことで相手の戦意をなくし，こちらの

主張を通そうとする極めて野蛮な政治手段です．

アメリカは日本に無差別爆撃をかけて多くの日

本人を殺したといいますが，そもそもこの無差

別爆撃という非人道的行為は，例えばナチスの

ゲルニカ村の空襲や，日本の中国本土に対する

無差別爆撃という前例が教えたことです．アメ

リカはこのような爆撃を含め多くの日本人を殺

したが，日本は中国本土を侵略することで，よ

り多数の中国人民を殺した．これらのすべて，

少なくともその一部を体験した我々を含む世代

の人間が語る総てのものが，戦争体験と呼ばれ

るものです．上述のような「被災体験」だけが

戦争体験と呼ばれては，後世にとんでもない誤

解を残すことになるでしょう．考えてみると，

私など大学理学部に在籍したため戦場に駆り出

されることがなかった者でも，通常の卒業研究

を中断して，いわゆる戦時研究に従事させられ

ました．その内容は，ロケット爆弾（今日でい

うミサイル）の推進薬生産の方法に関するもの

でしたが，これとても「敵国」に撃ち込んで敵

国人民を殺傷するのが目的でしたから，やはり

殺し合いに参加していた事になるでしょう．こ

のように今日の戦争とは技術の粋を尽くして互

いに相手人民を殺すことに尽きるといえます．

このように残虐で悲惨な戦争というものを経

験した我々が「国際紛争を解決する手段として

の戦争」というものを以後永久に放棄する，と

いうのが憲法９条の意味する所でしょう．その

ために「戦争体験を語る」のであれば当然上述

のような「被害体験」ばかりでなく，男たちが

中国や南方の地で犯した「加害体験」（敗走時

に味わった被害体験を含めて）が語り継がれな

ければ，戦争体験を語ったとはいえないでしょ

う．更にいえば，「美しい国日本」などと間接

的に他国をおとしめ，戦意を昂揚させた教育，

軍国少年に育て上げられた教育，こんな教育を

受けたという事も，広い意味では戦争体験とい

えるのではないでしょうか．（2009 年８月）

「戦争体験」のこと　－憲法９条を守るために－

瀬　川　　　洋（福井大学名誉教授）
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１．1931（昭和６）年　満州事変始まる　　

－ 15 年戦争の始まり（小学２年のとき）

まだ戦争自体にはあまり関心を持たない年代

だったが，外では次第に思想的締め付けがきつ

くなったようだ．３年生のとき，担任の先生が

「アカ」のおそろしいことを話すようになった．

赤いセーターを着た同級生を「おまえも赤か」

などとからかった程度の理解力のこども達を相

手にである．そして高学年になって「国史」と

称する日本史の授業が始まる．そこでは，天照

大神から始まる神々の子孫が天から下って神武

天皇となり，それ以来「万世一系」の天皇がそ

れを継いでいるという．だから天皇は神である

という．古代エジプトのような荒唐無稽の「歴

史」が大真面目で教えられた．勿論そこには縄

文時代も弥生時代もなかった．勿論当時の考古

学会では，さすがにそんな馬鹿なことを唱える

学者は，平泉澄東京帝大教授のような一部の狂

信者を除いては存在しなかったが，いざそうい

うことを公表するとたちまち弾圧され，大学教

授は免職になった．

このことに関連して，ひとつの忘れられない

ことがある．６年生のころ，神が天から降りて

きて天皇になるなど，子供心にも荒唐無稽に感

じられて，二人の兄ともよく話していた．高天

原などは南のボルネオ（今のカリマンタン）の

あたりでしょう，と担任の先生にぶつけてみた．

私達のクラスが最初という若い先生は，すこし

笑って，よく知っているねと言い，ひとりごと

のように，「天皇に対する不敬罪はいきなり大

審院（今の最高裁）で判決され，控訴は許され

ないというそうだ」と云った．私を可愛がって

くれていた先生だったからこそ，叱ったりせず，

それとなく用心するように諭して下さったよう

だ．

２．1937（昭和 12）年　いわゆる「支那事変」

始まる（旧制中学２年のとき）

このとき，やたらに「早くやっつけてしまえ」

と思ったことを覚えている．政府は一時は不拡

大方針といいながら，全面侵攻を用意していた

ようだ．間もなく「自衛」のためと称して本格

的に軍隊を送り込んでいった．それに対し我々

は拍手を送った．こういう事態に面したとき，

とかく「勇ましい」議論が起こりやすい．過去

日本が満州問題で孤立して，国際連盟を脱退し

たときも，国民は拍手を送った．「千万人と雖

も我行かん」というやつである．話は最近のこ

とになるが，安倍幹事長代理（当時）が，６カ

国会議で日本の主張が入れられず疎外されてい

るというが，「孤立を恐れてはならない」とい

うことを述べたそうである．これは非常に危険

な政治思想で，孤立すればするほど，世論は暴

走に走るものであることは，上の例でも分かる

通りである．むしろ安倍氏には，「アジアの孤

児となるな，世界の孤児となるな」という言葉

を投げ返したい．（話は横道にそれるが，拉致

家族の会はどうして安倍氏のような人に頼るの

だろう．ほんとうに彼が考えているのなら，水

面下でも，場合によっては自身北朝鮮に乗り込

んででもねばり強い交渉を続けるだろう．それ

をしないでただ経済制裁をと実りのない強攻策

ばかり主張している．要するにこの会を利用し

て首相にまでなったのだ．孤立を恐れないとい

私の「戦争体験」

瀬　川　　　洋（福井大学名誉教授）
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うのは個人の勇気の話だということを巧みにす

りかえている．）

３．1941（昭和 16）年　太平洋戦争始まる（旧

制高校２年のとき）

こんな明らかに負けると分かっている戦争

になぜ突入したのだろうか．戦後分かったこと

だが，山本五十六連合艦隊司令長官は，開戦を

決める御前会議で，はじめの１～２年はおおい

に暴れて見せますが，あとは分からないと述べ

たそうである．私達も高校は理科，大学も理学

部化学科であったから，ある程度の客観的材料

は持っていた．例えば高校卒業も間際という時，

化学の先生のお宅で，海軍の技術将校になって

いた先輩に話を聞いたが，アメリカとの技術の

差を見せつけられて，もういやになってしまう

と云う．一例を挙げると，鉄材の圧延をほとん

ど自動的に，またたくまにやってしまう圧延機

が，日本には一台，ドイツに２台あるが，アメ

リカにはそれが 10 何台もあるという現状．実

はその現物を大学２年のとき広畑の製鉄所で見

たが，当時としては本当に舌を巻くような素晴

らしい設備であった．そして，よく見ると横腹

に United States の文字．説明によると，これ

はアメリカから輸入したものだが，戦争が始

まってしまったので，金は払わずにすんだ，と

いう説明だった．技術そのものもアメリカだっ

たのである．本当になぜ開戦したのだろうか．

（もっとも，多くの日本人，例えば，高校の剣

道の先生や私の父などは，アメリカ人は「自由

主義」で，何か困難なことがあるとすぐ「泣き

出して」しまう，だから如何に物量があっても

精神で負けるから「アメリカは弱い」と思い込

んでいたようである．）

なぜアメリカと戦争をしたか．それは日本

が中国に勝てなかったからである．まず満州に

満州国という傀儡政権をつくっても，抵抗は止

まなかった．日本政府はこれを匪賊と呼んで何

か物取り強盗のたぐいのように宣伝したが，実

はこれはゲリラ，主に毛沢東の率いる八路軍で

あったという．五族協和などといっていたけれ

ど，あんな神社を建てて国家神道を押しつける

ような日本人，日本のこどもが現地の大人をポ

カポカ殴っているのを笑ってみている，そんな

日本人に対して，民族としての屈辱感を味わい

こそすれ，よろこんで協力する気にはなれな

かったのだろう．そしてその背後を叩くと云っ

て，ずるずると中国本土に 100 万の軍隊を送

り込んでしまった．あの「シナ」に負ける筈は

ない．私も含めてみんながそう思っていた．（今

でも私の中学同級生などのなかには，中国で「奮

戦」したことを自慢する奴がいる．）そして勝

てなかった．「点と線」しか占領できなかった

のである．

そして中国全土に広がってしまった軍隊の維

持に行き詰まった．まず食料．例えばドイツな

ど第一次大戦のとき既に炊爨 ( すいさん ) 車と

いって，食料を運搬する車を前線に配していた

（レマルクの「西部戦線異状なし」を見よ）．こ

れに対し日本では日露戦争以来，食料を運搬す

る輜重兵というのは，軍隊の中で最も「軽蔑」

された兵種だった．ちょっと補給がうまくゆか

ないと，すぐ現地調達となった．つまり住民か

らの略奪である．そうなると勢い暴行にはしる．

あまりひどいので，軍も無視できず，ついに東

條首相じきじきの「戦陣訓」というのを出して，

「女色に溺れるな」などと訓令するはめになっ

た．この事情は大学のある配属将校（当時は中

学校以上に現役の陸軍将校を配置するという，

配属将校という制度があったのをご存知だろう

か）から直接聞いたことである．食料は別にし

ても，石油・石炭・鉄鉱などの資源の方はそれ

まで主にアメリカに頼っていたのを（当時アメ

リカはまだ石油輸出国であった），アメリカは
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日本軍の仏印（現・ヴェトナム）侵略に抗議し

て石油を禁輸するという措置にでてきた．こう

して困り果てた日本は宣戦に踏み切った．これ

を「日本は自存自衛のため戦いに踏み切った」

というのである．この欺瞞は明らかだろう．中

国に対する侵略の結果だったのである．

このいわば破れかぶれの戦争が進むにつれて，

国内の様相も次第に狂気じみてきて，八紘一宇

とか，撃ちてし止まむとか，海ゆかばなどとい

う，やたら古い言葉がでてきたり，講演や訓辞

をするとき，演者が「おそれおおくも」と言う

とこちらは一斉に直立不動の姿勢をとり，続い

て「天皇陛下におかせられては」と言い，それ

から休めと言われて元に戻るというような，今

から考えるとむしろ滑稽な「精神作興運動」な

るものが強制されるようになった．こんなこと

もあった．高校 3 年剣道の試合で東京に行った

とき，剣道部の先輩と一緒になることがあって，

そのなかに一人，右翼のテロの実行犯という有

名な人物がいた．ふしぎなことに，この男はい

つのまにか世に戻っていて，しかも何と共産党

の転向者の「教育」に当たっているということ

であった．つまり右翼なら大手を振って世の中

を渡って行けたので，テロをしようが，殺人を

しようが，すぐ許されたようだ．現にこの男も

大威張りで，同級生の部員を怒鳴ったりしてい

た．（話は横道にそれるが，八紘一宇とは，字

の意味からも分かる通り，日本書紀の世界では

八紘は国家統一の意味だろうが，21 世紀の今

日で八紘と言えば世界のことで，つまり天皇を

元首に世界を征服することに他ならない．こん

なにあからさまに侵略戦争を唱えた国があるだ

ろうか．以前，日本は侵略したのか，進出した

のかということが，教科書検定をめぐって問題

になったとき，日本遺族会の副総裁とかいう人

が，「日本は八紘一宇の精神で戦争をしたのだ

からこれは侵略ではない」というのを新聞で読

んだが，こんな日本語の意味も分からない人を

どうして副総裁などにしたのだろう．）

４．1943（昭和 18）年（大学時代）

1943（昭和 18）年のはじめ頃から，日本

は各地で敗戦を繰り返すようになり，ついに

1945（昭和 20）年を迎えて内地の各都市も空

襲を受けるようになって，私たち，大学に残っ

て戦時研究に従事していたものたちの間にも，

しだいに敗戦の気配が濃く漂うようになってき

た．彼我の技術，資源の差を知っていただけ

に，絶望的なことはよく分かっていた．私は同

僚に聞いた．この戦争負けると思うかと．かれ

は暫くためらったのち，「負けはしないだろう」

とだけ言った．私も正直のところ，その思いに

縋りたい気分だったことを覚えている．つまり，

「臆病から勝利を信ずるという精神の衰弱（日

高六郎著『戦争のなかで考えたこと』）に陥っ

ていたのである．

こうして敗戦を迎えた．大学卒業（９月）の

一ヶ月前であった．

同級生のなかには涙を流すものもいた．しか

し少なくとも私（とおそらく多く）は心から開

放感を味わった．（もしこの戦争に日本が勝っ

ていたら，と想像するだけでも厭 ( いと ) わし

かった．）これであの欺瞞に満ちた神話歴史教

育もその嘘を暴かれるだろう．そして権勢を振

るっていた特に陸軍の軍人たち，それにあの

右翼のテロリストもめでたく排除されるだろ

う．そして身近には，大学の軍事教練の配属将

校が「教練は当分の間，これを休止する」とい

う，なんとも言えない負け惜しみの掲示を出し

て，我々の前から姿を消したときの爽快な開放

感は忘れられない．

これが私の戦争体験である．長々と書いたが，

これでも分かる通り，戦争というものは，何も
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Ａ級戦犯が集まって計画して起こすようなもの

ではない．いろいろな節目節目に少しずつ情勢

が作られて行くものである．このとき「勇まし

いこと」を好む世論が案外悪い牽引力になる．

だから前に触れた「孤立をおそれるな」という

ような政治家の発言は，現在の世相から見て非

常に危険性を感ずる．過去の「来た道」を思い

出させるからである．

５．日本憲法押し付け論

最後に，日本国憲法押しつけ論について述べ

る．たしかに当時のアメリカ占領軍当局によっ

て押しつけられたものである．しかしそれは，

例えばベアテ・シロタなどに代表される，若い

リベラリストたちが，日本を自由と民主主義の

お手本の国にしようという，理想に燃えて作っ

たものである．（そういう人の一人に 1 日だけ

会ったことがある．かれは既に戦中，ハーヴァー

ド大学での物理の勉強をほったらかしにして，

日本語を学び（実際，彼の日本語はすばらしかっ

た），日本にやってきたのだった．1948（昭和

23）年頃になって，アメリカ本国の方針が日

本の保守政治家を助けて再軍備の方向に向かわ

せ，ソ連に対する予備軍にしようとする方向に

変わってきた．自分の理想は実現できなくなっ

たから，もう本国に帰ると云っていた．）実際，

これら若手が新しい憲法を押しつけてくれたお

かげで，今日の言論の自由や，女性の権利が獲

得され，天皇の「政治的利用」ができなくなっ

たのである．このときもし当時の日本の政治家

による，「押しつけでない自主憲法」ができて

いたらそれはどんな内容だったろうか．この辺

の事情は，例えばジョン・ダワーの『敗北を抱

きしめて』下巻 P.120 あたりに詳しいが，これ

では戦前の「帝国憲法」と実質何ら変わらない

ものになっていたであろう．全くよく「押しつ

けて」くれたものだと思う．「つくる会」など

の反動勢力が現行憲法は押しつけられたものだ

から，と宣伝しているが，こんな宣伝に惑わさ

れてはいけないと思う．

６．おわりに

戦争とは国家規模による「殺し合い」である．

私は理科系だったから，それには関わっていな

かったと思っていたが，よく考えてみると大学

で３年の時，やりかかっていた卒論を中止して，

いわゆる戦時研究というものに従事させられた．

それはロケット今でいうミサイルの推進剤の開

発に関するもので，無声放電で水から過酸化水

素を合成するものであった．これでＶ２号の日

本版をつくりアメリカ本土を爆撃しようという

もので，立派な人殺しの道具を作っていたので

あった．つまり私も「国家規模の」人殺しを目

指していたのだった．

憲法９条とはこういう「人殺しによる国際紛

争の解決」はもう止めようということなのであ

る．

（2009 年 10 月）
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物理学の基礎としての物質と真空概念の変遷

菅　野　礼　司（大阪市立大学名誉教授）

物質概念と真空（空間）概念とは密接に関連

していて，物理学の基礎をなすものである．物

質と真空（空間）の物理的概念は，自然科学の

進歩とともに変容してきた．その歴史的変遷（進

化）の過程は物理学の進歩・発展の指標ともい

えるほど重要なものである．

空間と真空はともに物質が存在し運動する

舞台であるが，物理的には区別される．「空間」

は幾何学的意味が強く，物質とは一応独立な概

念である．「真空」は物理的概念で物質との関

連性が強く，空間よりも内容は複雑である．「宇

宙空間」という場合は宇宙構造と関連している

ので，物理的意味を持つ．

古典科学から近代物理学・化学，そして現

代物理学・宇宙論まで，それがどのように進歩

発展してきたかを，科学論の観点から概観する．

その過程で物質と真空（空間）概念の進化の様

相とそれらが果たした役割を考察する．考察の

対象は，主として近代西欧科学と現代科学，特

に物理学におくので，古代科学については，近

代科学に繋がるもののみを概観するに止める．

１．古代の物質，空間概念

人類の文化が開かれた古代から，自然認識に

関する主要テーマは物質観，宇宙観，生命観で

あった．宇宙観（宇宙像）と空間概念は密接に

関連している．そして，物理的空間と真空の区

別はまだ明確ではなかった．

物質観：原子論と元素論を基礎に物質の性質

と運動・変化を理解した．原子は大

きさに関する究極要素，元素は質の

究極要素である．原子は不変な実体

とみなされ，元素は多くのモデルで

は不変とみなされたが，相互転化す

るというモデルもあった．物質は不

生不滅とみなされた．それに対して，

原子の存在を否定する物質観もあっ

た．

宇宙観：構造のある有限宇宙とユークリッド

的一様な無限宇宙の２種類があった．

空間観：物質の無い空の空間（真空）を認め

るものと，物質と空間は不可分（物

質即空間）という真空否定論があり，

両者は対立した．

物質と真空（空間）に関しては，このように

対立する２つの立場があり，その対立する自然

観は近代科学にまで尾を引いた．

２．古代ギリシアの主な物質・空間概念

・デモクリトス・エピクロス原子論：（ローマ

のルクレチュウスが集大成）

物質の究極実体として不変・不可分な原子

（atom）の存在を仮定し，自然界のすべての運

動・変化を原子の機械的運動と離合集散によっ

て説明した．それゆえ，徹底した無神論であっ

た．原子は真空中を自由に運動するとされたの

で，真空の存在が不可欠であり，宇宙空間は一

様で無限に開かれたものとみなした．各種の原

子は元素でもあるとし，霊魂の原子も仮定され

た．
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・アリストテレス自然学

元素論：古代ギリシア初期の一元論（水，火，

無限定なものなど）から多元素論へ移行し，最

後はアリストテレスの元素論に到達した．

４元素：火，水，土，空気，

４性質：温，湿，冷，乾，

この４元素と４性質の組み合わせですべての

物質の性質と変化を説明した．ただし真空否定

のために，後に天上界に第５の元素エーテルの

存在を仮定した．アリストテレスの物質観は錬

金術の理論的基礎となった．

空間論：物質と空間は不可分であるとし，真

空を否定した「真空嫌悪説」を唱えた．それゆ

え，原子論と対立した．

宇宙観：地球中心の階層的有限宇宙モデルを

提唱した．外殻に恒星天球，その内に何層もの

惑星天球を想定し，上層ほど質が高く高位と考

えた．月より上の天上界と，下の下層界に分け，

天上界は神の支配する高貴な不変世界，下層階

は地位が低く変化に富む世界とした．その運動・

変化の原因は，階層的宇宙の秩序，すなわち上

下卑賤の地位を維持するためと説明した．つま

り，宇宙秩序から自然の規則性（法則）を説明

したのである．

・古代インド，中国の物質観・宇宙観

インド：古代ギリシアと対比しうる原子・元

素論があった．その理論的進歩の様相もギリ

シアのそれと似ている．

物質観：原子論，元素論は宗派ごとに異な

るものが提唱された．その中で，ジャイナ教－

ニャーニャ・バイシェーシカ派の原子論が有名

である．

原子論：不変・不可分の究極原子の存在を仮

定し，その原子が真空中を運動し離合集散を繰

り返す．物質の多様性を説明するために，原子・

分子に相当する階層的原子論もあったことは注

目に値する．

元素論：火一元論から最後は５元素論（火，水，

地，風，虚空（akasa）) に至り，それぞれの

元素に固有の４性質（色，味，香，可触性）を

付与した．この５元素の中に「虚空」が入って

いることは注目すべき点で，これがインド自然

観の特徴である．

宇宙観：地球中心の有限宇宙であり，輪廻思

想に基づく物質・霊魂の循環的宇宙である．

中国：元素論はあったが原子論は無い．

基礎的物質概念の展開：気一元論－陰陽説－

五行説（木，火，土，金，水）へ展開した．

空間は気に充たされていて，空間と物質は不

可分である．それゆえ，真空否定，原子論無し

の自然観であった．（仏教とともに，インド仏

教の原子論が伝導されたはずであるが，原子論

は気－陰陽論と相容れなかったためか定着しな

かった．）

宇宙観：有限宇宙論として天蓋説，後に渾天

説が定着した．他方，無限宇宙論として宣夜説

（観念的理論）も考えられたが，広くは受け容

れられなかった．

ちなみに言うと，元素論はどの文化圏でも存

在し，それに基づく錬金術も普遍的に発達した．

このように，空間と物質の関係は密接であり，

二つの自然観として対立して存在した．

原子論と非原子論，真空存在の肯定論と否定

論（空間即物質）はそれぞれ二つの流れを作り，

その後の自然観・科学理論に強い影響を与えた．

物質像と空間・真空像の差異で，自然学はすっ

かり変わり，それ以後の科学の発展の方向も全

く異なることが見て取れる．
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３．中世から近代科学の前夜まで

・アラビア科学

科学文明の中心はイスラム圏のアラビア科学

へ移行した．アラビア科学は論理的ギリシア科

学と，インド・中国からは実学を含む科学・技

術を受け容れ，継承発展させた．後期にはアリ

ストテレス自然学に対する批判が芽吹き，独自

のアラビア科学を築いた．

物質観，宇宙観はアリストテレス自然観と

プトレマイオス天文学を受け継ぎ，とくに注目

するほどの変化ない．ただし，運動学について

は，アリストテレスの媒体説からの脱皮を示す

mayl 説（運動傾向説）がでた．それは，後の

西欧での残留説，インペトゥス理論への道を拓

き，やがてガリレイの慣性法則へと転換するの

である．また，プトレマイオス天文学（周転円

模型）への疑問をもち，新たな科学の芽ばえも

みられた．

・中世西欧科学

14 世紀に太陽中心説が現れた．新プラトン

主義の影響を受けて，万物を育む太陽に特別の

意味を与える自然観がそのベースにあった．

ニコル・オレムは太陽中心説を唱え，古来か

らの自然学や神学を反論し，地球の日周運動の

可能性を論じた．ニコラウス・クサヌスは地球

は星の一つであり，無限宇宙の中を運動すると

主張した（15 世紀）．

コペルニクスの太陽中心の地動説（1543）：

この地動説はアリストテレス自然学崩壊の端

緒となり，宇宙空間の革命へと発展した．しか

し，彼はまだアリストテレスの恒星天と有限宇

宙模型を信じ，ギリシア以来の「円の完全性」

の概念を尊重した．太陽中心の地動説により円

の完全性はよりよく実現されると考えたのであ

る．

コペルニクス以前に太陽中心の地動説を唱え

た者（ヘレニズム時代のアリスタルコス）はい

たが，それが受け容れられなかったのは当時の

自然観や宗教的教義のためばかりではなく，運

動学的理由と天文学的理由があった．

ガリレオの地動説擁護（1632）：地球運動を

感じない理由を運動学的に説明した．その考え

は後に「ガリレイの運動の相対性」と呼ばれる

ようになった．

彼は望遠鏡による月と惑星の観測から地球は

他の惑星と同じ天体であると確信し，地動説を

擁護した．

無限宇宙へ（空間革命）：地球が太陽の周り

を公転しているならば，半年後に恒星の年周視

差が観測されるはずであった．しかし，当時の

観測技術では年周視差は見られなかった．この

事実は地動説を否定する根拠に使われたが，実

は恒星は従来の予想より遙か遠方にあったから

である．年周視差の見られないことは，むしろ

アリストテレスの恒星天球の有限宇宙模型を否

定し，無限宇宙への転換の根拠ともなった．

ジョルダーノ・ブルーノはコペルニクス説を

熱烈に支持し，恒星天球を否定して拓かれた無

限宇宙を力説した．

ケプラーの３法則（1609 ～ 19）：惑星運動

に関する３法則のうちで，惑星の楕円軌道模型

は「円のドグマ」からの開放であった．さらに，

ケプラーの３法則は惑星の運動を神の手から離

して力学の対象にし，天上界と地上界の間の壁

を無くし一つの世界にした．

だが，３法則の持つその意義が注目されだし

たのはずっと後，ニュートンの時代になってか

らである．

物質観：原子論の復活

アリストテレス自然学に反し，無神論のゆえ

に黙殺されてきた原子論が復活した．ガッサン

ディは宇宙創生時の神の一撃で原子に運動を与
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えたとして神の役割を認め，無神論の汚名を回

避することでギリシア原子論を復活させた．そ

の内容はギリシア原子論を踏襲するものであっ

た．

これを契機に，原子論，粒子論が隆盛になっ

た．ボイルの粒子哲学，デカルト微粒子渦動論

の提唱などはその例である．こうして原子論的

自然観が定着し，近代物理学を築く基礎となっ

た．

インド，中国の科学的物質概念や真空概念は，

中世以後はあまり進歩は見られない．

４．近代科学の基礎にある物質観と真空概念

16 ～ 17 世紀に近代力学が成立した．ニュー

トン力学の成立を皮切りに，実証科学として近

代科学が初めて築かれた．（第１科学革命）

近代物理学の基礎にある自然観は，原子論

的，機械論的，数学的自然観である．その背景

に，神が創造した宇宙は整然とした完全なもの

であるとの自然観がある．

近代力学，ニュートン力学が築かれうるた

めには，コペルニクス革命に引き続く重要な発

見が必要であった．それらは，原子論の定着と

ともに，真空の存在，等方等質な無限宇宙空間，

運動に関する物質の本性（慣性）などの認識革

命である．

その理由を以下に（１）～（５）で順を追っ

て述べる．その中心的科学者はガリレオとデカ

ルトである．

（１）無限に開かれた等方等質空間の宇宙（空

間革命）

コペルニクスの地動説を契機にアリストテレ

スの有限階層宇宙模型が崩壊し，宇宙は無限で

あって階層性も上下の質的差違もなく，宇宙空

間は等質等方であると見なされるようになった．

太陽系はその無限宇宙に浮かぶ恒星系の一つと

みなされた．

この等方等質の無限宇宙模型は古代ギリシア

の原子論の宇宙観と同じで，原子論を支持する

一要因ともなった．

（２）慣性法則の発見：運動に関する物質の本

性の認識転換

アリストテレスは，物質の本性は静止にあ

るといって，力が働き続けなければ物質は静止

すると主張した．アリストテレスの力学「媒体

説」（手を離れた石が跳び続けるのは媒体が後

から石を押す）に対する疑問は３世紀頃からあ

り，14 世紀にビュリダンなどのインペトゥス

理論（投射体に手からインペトゥスが与えられ

運動し続ける）が主流となっていた．

ガリレイは物質の慣性を見出し，運動に関す

る慣性法則を発見した（1638）．物質の本性は

静止でなく，同一速度を維持する性質（慣性）

を有す，すなわち，物体に力が働かなければ静

止物体は静止のまま，または運動物体は等速運

動を続ける．

慣性法則は運動に関する物質観の 180 度転

換である．しかも，近代力学の基礎となるもっ

とも重要なもので，近代力学への道を拓いた．

これによって，力学理論の基本概念は力と加速

度であることが認識された（アリストテレス力

学の基本概念は力と速度であった）．

慣性法則は等方等質の無限空間でこそ成立し

うる．空間が有限であれば，その境目で運動は

止まる．また，空間が等方等質でなければ力の

作用なしで速度は変化する．それゆえ，慣性法

則は等方等質の無限空間（ユークリッド空間）

で成立するのである．

ガリレイの慣性法則の発見は，斜面を用いて

地球上の水平運動としてなされたから，慣性運

動は地球を一周する円運動となる．実際に，ガ

リレイは天体の円運動は慣性運動と考えていた．

このことはガリレイほどの科学者もまだギリシ
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アの尾をまだ少し引きずっていることを示して

いる．

　　　

図：慣性の発見

等方等質の無限空間で成立する完全な意味で

の慣性法則はデカルトにより確立された．彼は

円運動は中心に向かう力が必要であり，慣性運

動ではないと主張した．慣性法則を力学理論の

基礎原理に据えたのもデカルトである．

（３）ガリレイの自由落下法則

物体の落下運動は等加速度運動であること，

また空気抵抗など副次的要素を排除した理想的

状況下では，すべての物体は重さに関係なく同

一加速度で落下する（アリストテレスの等速落

下説と重いものほど早く落下を否定）ことを発

見した．ガリレイの落下法則は真空の存在を前

提にして成立することに留意すべきである．

Ｓ＝ｇｔ２／２：物体の質量や性質に無関係．

この法則は円運動や放物運動などいろいろな

加速度運動を分析することを可能にし，定量的

力学理論を築く基礎となった．

さらに重要なことは，一見複雑な落下現象を

単純な一つの法則にまとめたことは，科学の方

法と論理を初めて示したことである．

もう一つ見逃せないことは，すべての物体が

同一原因（力）で落下することを示唆している

から，それは万有引力の概念に繋がることであ

る．

（４）真空の存在を確認：これは原子論成立の

必要条件である．

アリストテレスの真空否定「真空嫌悪説」に

対する疑問が台頭していた．

鉱山の鉱水を汲み上げるポンプや井戸ポン

プが 10 ｍ以上は働かないことから，ポンプの

筒のその上部は空ではないかと推定するように

なった．ガリレイは「真空の力」と推測される

現象例をいろいろあげている（例えば，平らな

２枚の板を重ねて，引き離すのには強い力がい

る）．やがて「真空の恐れ」は有限と見られる

ようになった．

トリチェリーの真空実験（1643）：水の上昇

限界は 10 ｍだが，水銀なら 76 ｃｍなので確

実な実験がしやすいことに着眼して水銀柱の実

験を考案した．彼は水銀柱の上部の空間は真空

と主張し，水銀を押し上げる力は大気圧と推測

した．

それに対して，そこの上部空間は空ではなく，

水銀蒸気があるとか，エーテルのようなある種

の媒質があるといって，真空であることを認め

ない説もでた．

例えば，デカルトは宇宙に充満する一種の流

体（微粒子）の存在を仮定し，その渦運動で天

体の運行や重力を説明した．これは空間即物質

のアリストテレス的空間論を受け継ぎ真空を否

定したものである．

パスカルの「真空中の真空」実験：大気圧説

を支持するものとして，高山上では水銀柱が低

くなることを示したが，決定的実験はパスカル

の実験である．大きな容器でトリチェリーの真

空を作り，その真空の中でこの実験をすると水

銀柱は上昇しない，その理由は大気がないから

押し上げる力が働かないからというものであっ

た．

ゲーリケが真空ポンプを発明したので，真空

科学が急速に進歩した．

同じ高さで止まる

何所までも行く

水平板（地球を一周）
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トリチェリーの真空実験とその解釈を巡り，

パスカルの原理（流体の圧力の伝達則），ボイ

ルの法則（気体の体積と圧力の関係）が発見さ

れた．

（５）原子論的自然観

原子論は 17 世紀以後の近代科学における自

然観の主流となった．

原子の機械的運動によって自然現象を説明す

る立場は機械論的自然観の基礎となった．

ニュートン力学の背景に原子論がある．質点

力学を基に運動法則を立てたこと，等方等質の

無限空間と一様時間などはその証拠である．

宇宙の構成要素としての原子を基に自然現象

をすべて原子の運動に帰して説明した．

ラヴォアジェの元素概念の転換で近代的元素

概念が確立し（1789），近代化学を誕生させた．

ドルトンの原子論（19 世紀）は化学的原子論

を成立させた．だが，その理論は熱素説のもと

で熱学と関連（自由熱素・束縛熱素と真空－原

子の隙間の空間に熱素が侵入）させたので，誤

りもあり後に修正された．

熱の原子運動論の成立（1845 頃から）：熱

の本性は熱素でなく，原子の運動エネルギーで

あるとする熱力学が誕生し，19 世紀には分子

統計力学が築かれた．

５．ニュートン力学の基礎

（１）ニュートン力学誕生（17 世紀後半）の背

景

ニュートン力学はそれ以前の物理学研究の成

果をベースにして，彼が力学理論を公理論的演

繹体系に集大成したものである．また，万有引

力はニュートン力学の運動法則と併せて発見さ

れたことに留意すべきであろう．

したがって，ニュートン力学の誕生には，多

くの前提となる概念や法則がある．それらは

ニュートンの独創もあるが，多くは先人の達成

したものである．

ニュートン力学の前提

・時間・空間：抽象的絶対空間・時間と，経験

的相対空間・時間との二つの時空間の存在を仮

定した．絶対時間は経験とは無関係に一様に流

れる時間，絶対空間は現象や経験とは関わりの

ない絶対静止の等方等質な無限空間（ユーク

リッド空間）である．

・慣性原理：ガリレイが慣性法則を発見し，デ

カルトが完全な形式にして力学理論の原理の一

つに据えた．

・ガリレイの落下法則：自然科学の法則（本質）

は簡潔な形式にまとめうることを示した．そし

て，この落下法則を用いて放物運動や円運動な

ど種々な加速度運動を解析した．特に円運動の

求心力（あるいは落下加速度）を求め得たこと

は見逃せない．

・質点力学がベース：運動法則は質点に対して

成立する．多体系はそれら質点を組み合わせ適

用する論理構造である．その運動法則の論理は

原子論的自然観を基礎にして構成されている．

・ケプラーの３法則：下界（地上）と天上界の

壁を取り除き，二つの世界を同じ法則で統一す

る道を拓いた．また，楕円軌道の概念は円のド

グマからの脱出である．この３法則によって天

体の運行を力学の対象に引き込んだ．

これらは，本を糾せばコペルニクスに始まる

空間革命に依拠していることを強調したい．

（２）ニュートン力学について

いうまでもなく，ニュートン力学は近代科学

の幕開けであり，その方法は実証科学の手本と

なった．ニュートン力学はいくつかの基礎概念

と３つの基本法則からなる公理論的演繹体系で

ある．

基本法則：慣性法則，運動法則，作用－反作用

の法則

運動法則：ｍａ＝ｆは質点にたいして成立する．
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その背景に原子論がある．

この運動法則は一質点へ作用する力を外力とし

て扱い，外力の作用で物体は真空中を自由に運

動する，というものである．この形式により力

学を単純な１体問題に帰着させた．それはデカ

ルトのように宇宙を充たす媒質粒子の力学では

不可能である．

作用－反作用の法則：力の作用は２物体間の

相互作用が基本であり，物体の相互作用は作用

－反作用の法則を充たす．

拡がりのある物体，剛体や流体などは質点の

集合として扱いうることが，後にオイラーたち

により完成させられた．それゆえ，この力学理

論によって全ての力学現象を，原理的にせよ扱

いうるようになった．このことの意義は大きい．

（３）ニュートンの万有引力説

万有引力発見には次のような背景がある．

ガリレイの落下法則：地上ではすべての物体

（リンゴも石も羽毛も）は，質量や属性に関係

なく，真空中では同一加速度で落下する．この

事実は，落下原因は同一の力であることを示唆

している．質量や属性に関係しないこの落下法

則は，月にも適用できる．

その頃，天上界の月も地上の物体も同じ力学

法則に従うことが，ケプラーの法則により意識

されていた．

円運動の向心加速度をガリレイの落下法則を

用いて求め，これで地球を巡る月の落下加速度

が計算できた．ニュートンは地上の落下加速度

と月の落下加速度を比較して，引力と距離の関

係を推測したのである．距離の２乗に反比例し

質量に比例する万有引力の法則は，リンゴなど

の地上の落下現象だけからはえられない．距離

依存性は地上の落下と遠い月の落下を比較して

こそわかる．

万有引力の法則は２物体の質量の積に比例す

る．

ｆ＝Ｇｍｍ′／ｒ２

この質量の関係を導くには，ニュートンの運

動方程式ｍａ＝ｆが必要である．それゆえ，万

有引力の法則は力学の運動法則の発見と合わせ

てなされたことに留意すべきである．

ニュートンは真空中を伝わる遠隔作用を認

めた．そして，宇宙に充満する媒質を想定して

重力や星の運行を説明したデカルトの媒質渦動

論を否定した．これが遠隔作用の存否について，

デカルト派とニュートン派の長年の論争を引き

起こした．

万有引力説について：

ケプラーの３法則（とくに楕円軌道）が説明

できたので，ニュートンは万有引力の法則の正

しさを確信して発表した．最初は，地球の半径

の当時の測定値が悪かったため，距離の逆２乗

乗則は合わなかったので公表を控えていた．

フックもケプラーの法則の分析から，同様の

重力の法則をえた．

空の空間（真空）中を伝わる万有引力は，当

時としては大きな仮定であった．デカルト派は

真空中を伝わる引力の法則は数学的仮説に過ぎ

ないと批判したために，両派の長年の論争が続

いた．ニュートンは遠隔力を結局説明できず，

「空間は神々に満ちている」と逃げた．重力の

伝達機構に関する問題の解決は現代科学に持ち

越された（アインシュタインの一般相対性理論

へ）．

ニュートンは原子間の直接的２体力の合成で

マクロ物体間の重力となると考えた．そして地

球の重力は独立な原子間の力（万有引力）の合

成力であるとして，地球の中心に向かう重力を

導いた．

近代物理学の成立の基礎には，機械論的自然

観と原子論的自然観があるが，これら自然観は

中世の物質と空間（真空）概念から新たな概念

への転換があったから生まれたことを指摘した
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い．

６．エーテルと真空

光の波動説と粒子説は 17 世紀以前からあっ

た．光速度が有限であることがわかり，その値

が最初レーマーにより測定された．また光の

波動説が 19 世紀の初めにヤングやフレネルに

よって確立された．

光波を伝える媒質として宇宙に充満するエー

テルが仮定された．エーテルは古代からいろい

ろな姿で登場してきたが，19 世紀にはその存

在は無視できなくなった．

電磁気学の進歩で，ファラデー・マクスウェ

ルの場の理論派は，電磁場はエーテルの緊張状

態であるとして，近接作用を採った．

マクスウェルの電磁波理論：マクスウェルは

エーテル振動の伝播から，電磁波の存在を予言

し，光の電磁波説を提唱した．電磁波の存在が

ヘルツにより検証されと，科学者はエーテルの

存在を確信した．かくして電磁場エーテルと光

エーテルは一つに統一された．

宇宙に充満する静止エーテルの存在はニュー

トンの絶対空間を象徴するものとみなされた．

真空とエーテルとは独立な概念であるが，存在

としては不可分な実体となった．

エーテルを追って

エーテルの存在を実証しようと，電磁気現象

や光現象を通していろいろな実験が試みられた．

その中で重要なものはマイケルソン・モーレイ

の実験である．マイケルソンとモーレイは，地

球のエーテルに対する相対運動の効果を光の往

復運動を用いて測定したが，否定的結果をえた．

この実験を契機にして，ローレンツの電子論か

らアインシュタインの相対性理論へと発展する

のである．

ローレンツの電子論は静止エーテルの存在を

前提にし，電磁場と電子を独立な実体とする理

論である．慣性系間をつなぐローレンツ変換を

導いたが，静止エーテルを基準にした絶対時間・

空間のみが物理的なものであり，相対時間・空

間は数学的補助手段とみなした．これがネック

になって，相対性理論に飛躍できなかった．

まとめ，近代物理学における物質と空間・真

空概念

空間：幾何学的延長，一様無限なユークリッ

ド空間，

真空：物質（原子・エーテル）とは独立な空

の物理的空間で，エネルギー的には最低の安定

状態である．真空は物質の受け皿としてその運

動変化の舞台である．

物質：原子・元素論が主流．究極的実体は不

変不可分な原子であり，各原子にはそれぞれ固

有の質をもった元素が対応している．

このように，物質と真空概念は物理学の重要

な基礎概念である．アリストテレス自然学の物

質，真空（宇宙空間）概念から抜け出して，近

代科学的な物質，真空概念への転換は近代科学

成立には不可欠であった．

６．現代科学の物質と空間・真空概念

（１）20 世紀の物理革命－第２科学革命：相

対性理論と量子論

19 世紀終わり頃，近代物理学は，宇宙の原

理をすべて掴んだ，あとはそれを用いて自然を

説明するだけだと，物理学者は自負した（ケル

ビン卿の講演）．

しかし，18 世紀末に放射性元素の発見，陰

極線から電子の発見は，不変不滅の古典原子論

への疑念を抱かせた．また，エーテルに対する

地球の相対運動の効果は見出せず．黒体輻射（空

洞輻射）のエネルギーは理論的には無限大とな

る困難など，近代物理学への確かな信頼が揺ら
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ぎ出した．

20 世紀における相対性理論と量子論の誕生

は，物理革命に止まらず，自然認識の意味，つ

まり自然科学の意味を問い直す認識革命であっ

た．

アインシュタインの特殊相対性理論（1905）

アインシュタインは２つの原理－運動の相対

性と真空中における光速度一定性－を基礎原理

として相対性理論を築いた．

時間・空間概念の変革：運動の相対性を仮定

し，絶対時間・空間を否定した．さらに，時間・

空間スケールが運動により短縮されることを導

いた．

特殊相対性理論の帰結：

・エーテルの存在を否定したので，真空はまた

空の空間にもどった．その空の真空が物理的場

－電磁場の舞台とみなされた．しかし，真空中

をいかにして光は伝播するのか，それは問題と

して残されたままである．

・運動により時間・空間スケールは変化：光速

度一定性の原理からの帰結である．その光速度

一定性の原理は，運動の相対性と電磁気のマク

スウェル方程式からの必然的帰結である．全て

の慣性系は同等であるから，電磁波の方程式は

同形となり，光速度は全ての慣性系で同じｃに

なる．

互いに相対運動する慣性系では，同時性の定

義が異なり，かつ時計と物差しのスケールが同

じでない．互いに相手の時計の遅れ，長さの短

縮が観測される．

時間・空間概念やスケールはアプリオリに決

まるものではなく，観測手段に依存することが

明らかにされた．

・慣性系間をつなぐローレンツ変換は時間・空

間を同列におき，４次元ミンコフスキー空間へ

と導いた．

・電場と磁場は一つの電磁場（２階反対称性テ

ンソルの成分）として統一され，真空とは独立

の実体とみなされた．

・質量とエネルギーの同等性：相対性力学から，

運動量とエネルギーは４次元ベクトルを構成す

ることが示される．このことから質量とエネル

ギーの同等性が導かれた．これはエネルギー概

念の拡張であると同時に物質概念の変更である．

相対性理論は，時間・空間（真空）と物質概

念の革命的変更であるばかりではない．近代物

理（特にニュートン力学）への批判であり，そ

の限界を示すと同時に，科学理論の適応限界を

認識させたわけである．

一般相対性理論（1915）

慣性系は人為的に選択された特殊な基準系で

ある．自然法則は本来座標系の採り方などの人

為的要素に依存しないはずである，つまり人為

的表現形式に依存しないはず．それゆえ，加速

度系を含む一般座標系への移行は，客観的科学

の理論として当然の要請である．

また，ニュートンの万有引力の形式は遠隔作

用であるから，重力場によって重力の伝達機構

を説明することが必要であった．アインシュタ

インは，特殊相対論により電磁気力を媒介する

場として実体化された電磁場概念を拡張し，重

力場による重力の伝達機構の理論を目指した．

一般相対性理論は２つの原理：一般相対性原

理（すべての座標系は物理的に同等）と等価原

理（重力加速度と重力は同等）の上に構成され

ている．

したがって，慣性系から一般座標系に移行し

ただけでなく，光速度一定性とは異質の等価原

理をおいた．それゆえ，この理論は特殊相対性

理論の単なる一般化ではなく，異質の物理理論

である．
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等価原理と重力の幾何学化

重力場を４次元時空間の歪みに帰着：物質の

質から離れて重力を時空間の構造に帰した．こ

れは重力場の幾何学化である．それを可能にし

たのは等価原理である．物体の質量や属性に関

係なく，重力質量と慣性質量は等しいという

（狭義の）等価原理により，同じ重力場の中で

はすべての物体は同一加速度で運動するという

事実のお陰である．この等価原理という物質運

動に関する普遍性は，ガリレイの落下法則から

ニュートンの万有引力の法則に引き継がれ，そ

の中に埋め込められていた重要な物理的特性で

ある．

加速度系を含む任意座標系を同等に扱うには

ユークリッド空間では不可能であり，リーマン

空間による記述が必然的に要請されたのである．

再び物理的時間・空間の革命：一様無限時空

から曲率をもった歪んだ時空間への移行は，再

び時間・空間の革命であった．非ユークリッド

時空間が物理的実在であると認定されたことは，

自然認識の変革である．

アインシュタインの重力方程式は，容れ物の

時間・空間と中味の物質との相互規定的関係を

表している．なぜならば，時空間の構造（曲率：

歪み）が重力場であり，その重力によって物質

の運動が規定されるし，逆に物質の分布が重力

場，つまり時空間の構造を規定する．これは容

れ物の時空間と中味の物質との相互規定性であ

る．

重力場自体もエネルギー・運動量を有し，物

質とも不可分な存在である．それゆえ，空間は

単なる物質の容れ物ではない．

一般相対論の宇宙像：時空と物質が相互規定

的に，持ちつ持たれつしつつ自己発展する一つ

のシステムである．この存在様式は原因・結果

の時系列的運動・発展ではなく，容れ物と中味

との同時的相互規定性である．これは物質と時

空の新たな「存在の理法」を示す重要な観点の

転換である．（作用－反作用の法則は力の作用

の発現形式を表現した現象論であり，存在の理

法となるような相互規定性ではない．）

ブラックホール：宇宙の中の小宇宙（閉じた

空間）であり，幾何学的には宇宙空間は単連結

ではないことを示す．これは物質と時空の相互

規定性を示す典型的な事例である．

（２）量子論：物質概念と自然認識の革命

古典原子概念の崩壊により階層的自然観の登場

19 世紀末から，原子の存在が検証されるよ

うになったが，同時に不変・不可分という古典

的原始概念に疑問を抱かせる現象が発見されて

きた．その主なものを列挙する．

・原子・分子の存在を実証：アインシュタイン

の分子統計力学理論に基づき，ペランがブラウ

ン運動の測定から分子の存在を実証した．

・陰極線から電子の発見，放射性原子の発見：

不変実体を否定し，元素の転換を示唆した．そ

の結果，原子は構造を有すると推定され，トム

ソンの外殻原子模型（電子を内部に包含）が提

唱された．

・ラザフォードの有核原子模型：金属原子によ

るα線の散乱実験から，トムソン模型は否定さ

れた．原子核を中心とし外軌道を電子が巡る原

子模型が提唱された．この有核模型は古典論で

は不安定であり，マクスウェル電磁気論と矛盾

した．

・古典的原子概念の崩壊：構造のある原子模型

から，さらに原子核も複合系（最初は陽子と電

子の，後には陽子と中性子の複合系）であると

する物質の階層性が提唱された．

こうして原子論的自然観に換わり階層的自然

観が台頭した．

量子論の誕生

プランクの作用量子発見（1900 年）は作用
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の不連続性を示すものであった．さらに物質粒

子の２重性－ミクロ物質は粒子性と波動性（ド・

ブロイ）－を有する実体であることが発見され

た．この２重性はそれまでの粒子と波動の概念

と矛盾するものであり，古典的概念では理解不

可能であるから，物質概念の革命的変更である．

これらの困難を解決するには，古典物理学に

替わる新理論が必要であることが認識されるよ

うになった．

・前期量子論：既存の物理理論と矛盾する有核

原子模型，原子スペクトル，作用量子存在の困

難を統一的に関連づけて一応解決する原子論

（前期量子論）がＡ．ボーアによって提唱された．

ボーア・ゾンマーフェルトの前期量子論は，

原子模型とともに周期運動の現象で成功した．

しかし，非周期運動（散乱現象）や力学現象に

は無力であった．他方，ド・ブロイの電子波動

論は前期量子論と整合し，周期的現象を波動論

の立場で説明した．

ハイゼンベルグ・シュレーディンガーの量子力

学（1925 ～ 6）

量子現象を統一的に説明できる量子力学が，

別々の異なる角度からのアプローチで発見され

た．

ハイゼンベルグの行列力学は粒子的描像と量

子的不連続性をベースに，シュレーディンガー

の波動力学は波動性と波動関数の連続性をベー

スに築かれた．

量子力学の誕生により，エネルギーの不連続

性，ミクロ実体の２重性，量子飛躍，確率法則（ボ

ルンの確率解釈）など新たな概念・法則が物理

理論に本質的に導入された．

これは古典物理概念と法則の全面的変革に導

く科学革命であり，自然認識と自然科学の意味

を改めて深刻に問い直さねばならなくなった．

ただし，物理概念・法則の全面的変革ではあ

るが，古典概念を一部引き継いだところがあり，

Ｔ．クーンのパラダイム転換のように，全面否

定・全面転換ではない．そこには連続性と不連

続性の両面があることに留意すべきである．

相対論的場の量子論：反粒子を予言

相対論と量子論の統一：ディラックの相対

論的電子論が素晴らしい成功を収めた．しかし，

正エネルギー電子が量子飛躍のために不安定で

あるという矛盾を抱えていた．その矛盾を回避

するために仮定された真空の定義から，陽電子

の存在が予言された．（真空の空孔理論から陽

電子（反電子）の存在を予言．）

十分エネルギーを与えれば真空から電子・反

電子（陽電子）が対発生し，逆に対消滅してエ

ネルギーと真空へもどる．これは電子のみでな

く，すべての粒子に反粒子が存在することが示

され，対発生・対消滅が検証された．

真空概念の変更

真空の物質性：真空は粒子と反粒子が無限

に縮退したエネルギー最低の物理的空間である．

純粋に空虚な物理的空間は存在しない．量子効

果により，真空ではごく短時間のうちに絶えず

対発生・対消滅を繰り返している．

相対性理論はエーテルを追放し，いったん真

空を空にしたが，量子論とともに再び真空を物

質で埋めて物理的場としたのである．

場の量子論における真空：真空は粒子・反粒

子の海であり複雑な実体であるが，エネルギー

的には安定な最低（ゼロとする）状態と定義する．

ここに古典的真空概念（原子の存在しない

空の空間）とは全く異質の真空像が形成された．

この新真空像によって場の量子論という新たな

物理学が生まれ，無限大の困難から繰り込み論

など次々に新局面が展開されたのである．それ

は量子論誕生以後の新局面を開いた画期的進展

といえるであろう．
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物質概念の拡張

反粒子の存在はこの自然の裏の世界の存在を

意味する．すなわち，反粒子の存在は反物質の

宇宙の可能性を示す：

反素粒子－反原子－反分子－反物質－反宇宙

（裏の世界）

さらに，粒子－反粒子の対発生は宇宙創世時

の物質の起源を説明する糸口となる．

こうしてまた物質概念が拡張されたわけであ

る．

物質と真空の相互作用

一粒子も無限多体問題になる：真空の物質性

により，厳密には１電子でも１体問題として扱

えないことになる．真空に縮退する粒子・反粒

子と相互作用するから，１電子を扱う場合でも

複雑な無限多体問題になる．その結果，真空偏

極，自己エネルギーなど無限大の困難が現れた．

その困難を回避するために導入されたのが繰り

込み理論である．それは一種の「逃避の論理」

ではあったが，量子電磁気論では素晴らしい成

功を収め，場の量子論への信頼を高めた．

（ちなみに付言すると，最初は逃避の論理と

して生み出された繰り込み理論ではあるが，そ

れは繰り込み可能な相互作用と不可能な相互作

用を区分する役割を担うことから，後には相互

作用のタイプを選択して実在の相互作用を決定

するために積極的な意義を担いうることが認識

された．すなわち「繰り込み可能性」という概

念により，負の消極的な論理が正の積極的論理

に転化したわけである．一種の「否定の否定」

の論理．）

場の量子論では，真空は物質の存在と運動の

単なる舞台ではなく，粒子は真空に潜む粒子対

との絶えざる相互作用によって互いに作用と反

作用を及ぼしている，したがって，真空は粒子

にとっての環境のようなものである．

真空の相転移：ヒグス場の縮退

・宇宙生成時の高温高圧の混沌とした状態の宇

宙は，クォーク対や軽粒子対，ゲージ場やヒグ

ス場のごたごたしたスープ状態であった．この

混沌状態は，宇宙のビッグバンにより膨張しつ

つ温度が降下していった．温度降下によってヒ

グス場ポテンシャルが変形してその対称性が破

れ，真空の相転移が起こった．その結果，ヒグ

ス場がゼロでない状態がエネルギー最低となり，

その状態が真空となったと考えられている．

・自発的対称性の破れ（南部理論）：上記の真

空の相転移によって中性ヒグス場のみがボーズ

凝縮をし（荷電ヒグス場は凝縮しない），真空

を埋めたために真空の対称性が破れた．ヒグス

場が縮退して非対称な状態がエネルギー最低の

状態となったものが真空である．この相転移に

よる対称性の破れは，外部からの作用によるも

のでなく，自らの内的相互作用によって引き起

こされたものであるから，「自発的対称性の破

れ」という．（例，鉄の磁化：鉄原子間の内部

相互作用で自発的に鉄原子の向きが揃い磁石に

なる現象．）

・相互作用の統一理論：クォーク・軽粒子レベ

ルの階層での基礎的相互作用は，強，電磁，弱，

重力相互作用の４種である．これら４種相互作

用は，宇宙創生時には区別なく統一された一つ

の対称性に括られるものと見なされる．（現在

は超高エネルギー相互作用，あるいは極短距離

相互作用で実現できる．）これが相互作用の統

一形態である．

宇宙の温度降下とともにヒグス場の縮退によ

る真空の相転移で対称性が破れて，元の統一相

互作用の対称性が破れ，４種の相互作用に分岐

した，というのが相互作用の統一理論である．

・質量の起源：真空中に縮退したヒグス場との

相互作用で，物質粒子の質量が生ずる．言い換

えると，粒子の質量は真空中のヒグス場の「粘
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性」によるものといえる．

またもや，物理的真空の内容が変化して新た

な真空概念が生まれ，物質の質量の起源につい

てもこれまでとは全く異なる観点が与えられた．

真空の非対称性が相互作用の分岐を生み，自

然の多様性の根源である．

・現代物理学の真空：各種の粒子・反粒子対，

ヒグス場などを内包した複雑な構造を有する空

間である．（補足文献８参照）

以上のように，物理学の画期的進歩・発展

には物質概念と真空（時空間）概念の質的変革

が必要であった．また逆に，物理理論の画期的

進歩と同時に物質と真空の内容の変革が伴った．

それゆえ，物質と真空概念は物理学理論の基礎

となる重要なものである．

７．まとめ

第１および第２科学革命における物質と真空

概念の変化の様相は，以下のようにまとめられ

るだろう．

近代物理学：第１科学革命

・空間革命：階層的に質の異なる天球からなる

有限宇宙空間から，等質・等方の無限に開かれ

たユークリッド的宇宙空間へ転換．

・真空存在の確立：アリストテレスの空間即物

質という真空否定論（真空嫌悪説）から，物質

とは独立な真空の存在を認める．原子論と不即

不離の関係にあった．

・物質論：物質の究極要素として，不変不可分

な原子論（後に近代的元素概念）が復活．原子

論には原子が自由に運動できる真空の存在が不

可欠である．原子論的自然観の定着．

運動に関しては，「物質の本性は静止」とす

るものから，運動の定常性を持続する「慣性原

理」へ転換．厳密な慣性法則は等質な無限空間

で成立するから空間革命が前提となっている．

・ガリレイの落下法則：アリストテレスの落

下法則を否定して，物質の質量や属性に関係な

くすべての物体は真空中では同一加速度で落下

する法則．これは地上での重力落下は根源的に

は一つの力であることを示唆した．

・絶対時間・空間と静止エーテル：宇宙に充

満し光の伝播・電磁場を担うエーテルの存在を

仮定．静止エーテルはニュートンの絶対時空間

の象徴であった．

このような概念・法則の転換を経て，その上

にニュートン力学が成立しえたし，電磁気学や

熱力学が誕生しえた．

現代物理学：第２科学革命（20 世紀）

・時間・空間概念の変革：特殊相対性理論に

より，絶対時空間が否定され，同時にエーテル

は追放された．真空は物質のない空の空間とな

り，その真空が物理的場とされた．

時間と空間は同列におかれ，ローレンツ変換

で結ばれる－ミンコフスキーの４次元時空間へ．

・物質観の変更：原子の存在が実証されると同

時に，不変不可分な古典的原始概念は崩壊した．

替わって原子－原子核－素粒子・・という階層

的自然観となった．

相対性理論は質量とエネルギーの同等性を導

き，物質不滅の物質観を変えた．

・非ユークリッド時空間：一般相対性理論は現

実の物理的時空間はユークリッド的ではなく，

リーマン幾何学的非ユークリッド時空間である

ことをアインシュタインは示した．

・アインシュタインの重力方程式は物質と時空

間の相互規定的関係を与えるもの－新たな存在

の理法となりうる．

・物質概念の革命：ミクロ粒子の２重性の発見

－粒子性と波動性の統一実体．

プランクの作用量子の発見がこの契機である．
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・量子力学の成立：近代物理学を根底から揺さ

ぶる認識革命であった．

量子飛躍，確率法則が本質的に物理法則に現れ

た．

・真空の物質性（反粒子の発見）：すべての粒

子に反粒子が存在することを実証－相対論的場

の量子論．真空は粒子・反粒子対の縮退したエ

ネルギー最低状態となった．

裏の自然（反宇宙）の存在と，物質の起源の

解明に手掛かりを与える．

・真空の相転移：ヒグス場の凝縮による「自発

的対称性の破れ」で真空の相転移が起こる．

真空の対称性の破れにより，統一的相互作

用が分岐して強，電磁，弱相互作用が出現した．

場の量子論における真空は，物質的にも内容に

富み複雑な状態である．

補足文献

説明不足のところは以下の拙著，拙稿を参照してく

ださい．

１．『物理学の論理と方法　上下卷』大月書店 (1983)

２．『素粒子・クォークのはなし』新日本新書（1985）

３．『東の科学・西の科学』東方出版（1988）

４．『力とは何か』丸善株式会社 (1995)

５．『科学は自然をどう語ってきたか』ミネルヴァ書

房（1999）

６．『科学はこうして発展した－科学革命の論理』せ

せらぎ書房 (2002)

７．「アインシュタインの自然観と思考形式」素粒子

論研究 Vol.114，No.1(2006)

８．「「自発的対称性の破れ」,「CP 対称性の破れ」と

は何か ?」（2008 年ノーベル物理学賞論文解説）『化

学』Vol.63,No．12（2008），「対称性の破れと自

然の階層性」『物理教育』Vol.57,No. ２(2009)
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「大地震」の「活動期」に入った日本列島での若狭の原発

山　本　雅　彦（原発問題住民運動全国連絡センター代表委員）

はじめに

日本列島の地震活動には，「大地震」（１）が繰

り返し起きる「活動期」と「大地震」が起こら

ない「静穏期」を交互に繰り返すという性質が

あり，現在，日本列島のほぼ全域で「大地震」

の「活動期」に入ったといわれている．それ

は，兵庫県南部地震（1995 年）が始まりとされ，

阪神淡路大震災（死者 6,433 人）をもたらした．

この地震以来，鳥取県西部地震（00 年），宮城

県沖地震（03 年，05 年），新潟県中越地震（04

年），福岡県西方沖地震（05 年），能登半島地

震（07 年），新潟県中越沖地震（07 年）など数々

の地震が起きている．

前期の「大地震」の「活動期」の終わりは，

戦後の福井地震（1948 年，死者 3,769 人）で

あるといわれ，それ以前に南海地震（47 年，

死者 1,330 人），三河地震（45 年，死者 2,306 人），

東南海地震（44 年，死者 l,223 人），鳥取地震（43

年，死者 l,084 人）と，死者 1,000 人を超える「大

地震」が相次いで起きている．

福井地震から兵庫県南部地震までのほぼ 50

年間が，「静穏期」といわれ，死者 1,000 人を

超える「大地震」はこの間に起きていない．

日本の高度成長期は，この「静穏期」と重な

り，日本列島各地に高速道路，高架橋，工業施

設，高層ビルなど近代構造物が建設されており，

原発も同様である．これらが「大地震」に見舞

われれば，「未曾有の国難」（２）となることが予

想される．特に原発では，放射能による汚染が

広範囲に起こることが予想され，「原発震災」（３）

となることが憂慮される．

各原子力事業者は，新耐震設計審査指針

（2006 年 9 月改定．以下，「新耐震指針」という）

と，新潟県中越沖地震にもとづく「耐震安全性

再評価（バックチェック）中間報告書」を国に

提出．国の審議を経て，今後「最終報告書」へ

向けて，さらに調査・検討を行うとのこと．

この「バックチェック中間報告書」で，各

原子力事業者は，原発・核燃施設などの設計の

基礎となる「基準地震動」を大幅に引き上げた．

このことは，すべての原子力事業者が，これま

ですべての原発・核燃施設などの「基準地震動」

を過小評価してきたことを自ら示す結果となり，

また，国が原子力事業者の「基準地震動」の過

小評価を追認してきたことを示すこととなった．

よって，日本の原子力の安全規制体制に重大な

欠陥があったことを，国と原子力事業者が自ら

認めたこととなる．しかし，国と原子力事業者

は，このことに対する「検証」も，「根本的反省」

もまったくしていない．そのことは，各原子力

事業者の「バックチェック中間報告書」に共通

して，依然として過小評価がくり返されている

ことに現れている．国民はこれを見抜いており，

これでは原発・核燃施設などの耐震対策につい

て，国民の高まる不安・心配を解消できないの

は当然である．

１．なぜ，原発施設の耐震安全性にかかる「基

準地震動」策定に重要な「活断層」の過

小評価が行われてきたのか

（１）「活断層」の定義と「震源断層」について

「最近の地質時代に繰り返し活動し，再活動

する可能性の高い断層」が活断層である．それ

は，「過去数十万年間」に活断層の活動に伴っ
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て大地震が起きた際，地表面に震源断層（ずれ）

が出現する．そのずれが蓄積すると断層変位地

形が形成され，それをもとに活断層として認定

される．数十万年より古いものは変位地形とし

ては残らない．

原発の「新耐震指針」では，12 ～ 13 万年（最

終間氷期最盛期）前以降は，「地表及び地下極

浅部で認定される活断層は，その地下深部も含

めて活断層」であると認定している．しかし，「現

在の応力場のもとで繰り返し活動した活断層を，

最近の限られた期間に活動した証拠がないとい

う理由で『再活動しない』と言い切ることはで

きない」（中田高氏）などの意見があるように，

学会での合意形成には至っていない．

（２）「断層」について

日本列島の岩盤は強い応力によってひずみが

蓄積し，徐々に変形し，その岩盤の強度を超え

ると，破壊され，断層ができる．単なる割れ目

ではなく，断層面を境にして，両側の岩体がず

れている．こうした断層が動くときに，その断

層面から地震が発生する．

図１のように，日本列島周辺では太平洋（海

洋）プレートがユーラシア（大陸）プレートの

下に沈み込み，強い圧縮の力が絶えず働いてい

る．そのために太平洋プレートの沈み込みに伴

う海溝型と呼ばれる地震と，内陸部や日本海海

底下の深さ 10km 前後の地震発生層での断層

活動に起因する地震が頻発する．全般的に，日

本列島は圧縮の応力場にあり，図２のように，

内陸部の断層の多くは「逆断層」型もしくは「横

ずれ断層」型となる．一方，圧縮応力のもとで

変形する（例えば，背斜褶曲の成長）ところで

は部分的に引張応力が働き，「正断層」となる．

『新編日本の活断層』（活断層研究会，1991

年東大出版会）では，図２．２と２．３に示すよ

うに断層が分類されている．これらの解説では，

それらの断層の活動時期についての言及はな

い．断層崖，撓曲崖（とうきょくがい）（４）など

は，現在の地表地形として見られるのであれば，

それは活断層．川筋の系統的なずれが確認でき

るのであれば，それも活断層．一般に，最も新

しい活動時期が最終間氷期最盛期以前であると，

こうした地形は残らない．

それは，地表で進行する風化・浸食作用で，

ならされていくからである．

（３）変動地形学の立場について

変動地形学の立場では，地下深部に存在する

①プレート境界型地震

②浅い場所でのプレート内部破壊による地震

③深い場所でのプレート内部破壊による地震

④地表近くの活断層による地震（例=95兵庫県南部地震）

：静岡県防災センターの HP より

（図２）

（図１）
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すべての断層も，それが一定の規模をもって地

震を引き起こした活断層である限り，地形上の

変位・変形が必ず認められる，とするものであ

る．ただし，規模が小さく，これまでの実績で

はＭ（マグニチュード）7.0 以下であれば，地表

面に地震断層があらわれない場合もある．よっ

て，地表に変位・変形地形が認められないか

らといって，M7.0 前後以下の地震が起こる

可能性は否定できない．この規模については，

M7.2 との主張もある．

その例として，鳥取西部地震や岩手・宮城内

陸地震がある．2008 年６月，７月に相次いで

発生した，岩手・宮城内陸地震の震央分布並び

に震源分布断面は東北日本における地震発生機

構を良く表している．岩手・宮城内陸地震（Ｍ

7.2）は深さ約８km と震源が浅く，内陸直下型

の「中田」のいう活断層による地震であり，一方，

岩手内陸地震（M6.8）は震源深さ約 110km の

沈み込むプレート内の破壊に伴う地震である．

なお，岩手・宮城内陸地震（５）の震源断層は変

動地形学的に見た活断層としての痕跡を持って

おらず，この地震に伴ってあらわれた地表地震

断層もその本体の断層とは言えない．

結果として，現実に変位・変動地形が解読で

きていない地域で M７前後の地震が多発してい

ることから，変位・変動地形から判定された活

断層しか地震を引き起こさない，という見方は

誤りとも言える．

（４）変位・変動地形に関する最近の知見につ

いて

「活断層」を推定する上で，「リニアメント判

読」（６）重視の従来の判定方法には２つの側面で
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誤りがある．１つは，「リニアメントが認めら

れないので，活断層は無い」という理論と，も

う１つは，岩相境界としてのリニアメント（古

い断層など）が，活断層とされていた．『新編

日本の活断層』でも，そういう見方がなされて

いたが，確実度Ⅱ，Ⅲとされた活断層の一部

は中田・今泉編（2002）による『活断層詳細

デジタルマップ』（東大出版会）で削除された．

変動地形学的手法とは，地形がどのように形成

されたかを重視する成因論的手法であり，その

結果「活断層」は「確実」と「推定」の２つに

分けられる．

（５）結論・・なぜ，原発施設の耐震安全性に

かかる「基準地震動」の過小評価と「活

断層」の過小評価が行われてきたのか

「基準地震動」の過小評価と「活断層」の過小評

価が行われてきた原因は，３つあると考えられる．

①１つは，原発・核燃施設など建設時に，地

質調査マニュアルとして使われてきた，「土木

●図２．４，２．５，及び表２．１は活断層に伴う変
位地形の諸例で，表２．１の括弧内の記号は，図
２．４，２．５の記号と対応する．

●図２．４は主に正断層に伴う変位地形．
●図２．５は横ずれに伴う変位地形．

（『新編日本の活断層』1991）
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学会原子力土木委員会編の報告書（７）がある」

と専門家（中田高氏ら）は指摘する．「この報

告書にあるリニアメント判読基準では，活断層

の認定において地形の直線性や新鮮さが過度に

強調され，変動地形への本質的理解が欠落して

いることが指摘できる」（同）．さらに，「活断

層を認定する際には『つながり』が重要である

にもかかわらず，この基準では限られた短い線

分に注目し，個々にランク評価を行い，連続性

に対する検討はほとんどなされていない」（同）

と強調している．

実際に，「新耐震指針」（2006 改定）以前，

日本原電敦賀１・２号と新規に増設が計画され

ている同３・４号機，「もんじゅ」の周辺断層

の評価をめぐって，文部科学省と原子力事業者・

経済産業省および地震・地質専門家の間で違い

があった．

筆者はこれまで，原発の立地について文部科

学省見解（８）をもとに「国などは，原発の周辺

の活断層を過小評価してきた」などと指摘して

きた．そして 2007 年には，敦賀原発３・４号

機増設計画で，2004 年３月に国に提出した原

子炉設置許可申請書で「浦底断層」の活動時期

（図３）が過小評価されている，と渡辺満久氏

が指摘．また，それを支持する中田高氏ら複数

の活断層専門家もあった．

経過を見ると，「浦底断層」と「ウツロギ峠

（断層）」，それに続く「池河内断層」「柳ヶ瀬山

断層」について，1980 年には，「浦底断層」と「ウ

ツロギ峠（断層）」はリニアメント」（活断層の

疑いがある「線状地形」）であったが，1991 年

には「浦底断層」が活断層に，2000 年には「ウ

ツロギ峠（断層）」も活断層に認定された．

2004 年の増設申請にあたり，日本原電は

独自に海底音波探査を行った．その結果（図

３．１），「浦底断層」と「ウツロギ峠（断層）」

を結ぶ，約６㎞の間に，長さ３㎞以下の断層を

５本記載している．（北部の２本は長さ計 3.6

㎞で，残りの３本は連続性は無い）したがって

６㎞の間に，1.5 ㎞の空白が生じたが，日本原

電は「一連の断層ではなく，大規模地震は起こ

さない」とした．しかし，2005 年２月に保安

院が追加調査を命じたため，日本原電は周辺海

域の延べ 1,700 キロを高精度の音波探査を実施．

過去の記録 2,200 ㎞分を含め現在も再検討して

いる．

また，産業技術総合研究所の遠田晋次研究

チーム長（地震地質学）も 2007 年 10 月，「地

表での調査を基に将来の地震を推定する現在の

評価方法では，危険な活断層を見落とす危険が

（図３）毎日新聞より
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大きい」と指摘．調査手法や判断にも疑問があ

るという見方が主流となってきている．当時は，

保安院も独自の調査を行うと発表．「空白の 1.5

㎞がどうなるかは不明である」といわれていた

が，現在結果は明らかである．

過小評価について，決定的といわれる発言を

紹介する．それは，原子力安全委員会の第２回

原子力安全委員会耐震安全評価特別委員会，地

質・地盤に関する安全審査の手引き検討委員会

（以下，「手引き検討委員会」という）で，そ

の速記録によれば，「敦賀原発の敷地内を通過

する浦底断層は，『リニアメント』調査によっ

て過小評価されてきた」（渡辺満久氏）．また，

ボーリング調査の検討過程において「専門家が

やったとすれば犯罪に当たる」（杉山雄一副主

査）とまで指摘された．さらに，中田高副主査

は写真（図４）を示しながら「これは確実に活

動層．調べなくても活断層なのです．現地調査

しなくても・・」．「浦底断層というのは，活断

層の断層変位地形で十分活断層であると認定で

きる．ただし，今まで言われたようなシャープ

なリニアメントというのを頼ったのでは見つか

らない」「変動地形学的調査のみによって浦底

断層を活断層と認定できないというのであれば，

『新耐震指針の基本方針』は決して生かされな

い」と解説した．

②２つは，国の安全審査で，専門家の役割が

重要であるにもかかわらず，批判的立場の専門

家の意見が排除され，推進側の専門家の意見が

採用されてきたことである．最近，原子力安全

委員会の「新手引き検討委員会」（９）で，国の安

全審査における「基準地震動」の過小評価がく

り返されてきことに関して，専門家の役割につ

いても議論が行われ，原子力安全委員会が「安

全審査における専門性・中立性・透明性に関す

る懇談会」を開催するに至っている．「新手引

き検討委員会」での議論では，「これまで審査

に携わった専門家が電力会社に不適切な技術指

導を行い，同じ専門家が保安院に意見をのべ，

それをもとに原子力事業者の活断層過小評価を

追認した結果，誤った審査が繰り返されてきた

と考えられる」（10）として，「１次審査・２次審

査で審査に当たる者が申請者の調査を指導・助

言することは明らかに不適当」との議論も行わ

れている．よって，従来の国の安全審査におけ

る専門家の役割の検証と，それにもとづく安全

（図３．１）毎日新聞より
（図４）
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審査のあり方の見直しが必要不可欠である．

③３つに，安全審査に「官民癒着構造」があ

ることである．国の安全審査は，経済産業省の

もとにある原子力安全・保安院が第１次審査を

担い，首相の諮問機関である原子力安全委員会

が第２次審査（ダブルチェック）に当たるとさ

れている．国の第１次審査における耐震問題の

安全審査の指針として，事実上，使われている

のが，（社）日本電気協会の原子力発電所耐震

設計技術指針として作成された「JEAG4601」（11）

がある．これは，原子力安全委員会の指針策定

以前から使われてきたもので，このことが原発

施設などの設計に当たって，地震の過小評価が

繰り返される最大要因と言える．各業界が技術

指針をもつことは当然のことだが，これが国の

第１次審査で，事実上，指針として使われると

なると，それこそ，「官民癒着構造」の最たる

ものである．

「JEAG4601」はあくまで一業界の技術指

針であって，国の指針として，中立性，公平

性，公開性が担保されているものではない．「手

引き検討委員会」の議論でも，「JEAG4601‐

2007」（2007 年改）があれば，「新耐震指針」

の「手引き」を不要とする関係者の暴論に対す

る批判の声がある．

今回，原発・核燃施設などのバックチェッ

クが実施される契機となった原子力安全委員会

の「新耐震指針」改訂の審議に，「JEAG4601」

にかかわった専門家が多数参加していること

は，原子力安全委員会の公正性，客観性に重大

な疑惑を招いている．安全審査自体に対しても，

「新手引き検討委員会」の議論で，「保安院の第

一次審査は，審査といえるものではなく，専門

家や保安院の指導結果が申請書に反映されてい

るか否かを確認する作業に過ぎないものといえ

る」「安全委員会においても保安院の審査をそ

のまま受け継いだ議論が繰り返されてきた可能

性が高い」（12）との批判が出ている．

２．若狭湾の原発施設の耐震安全性の再評価

（中間報告）について

2006 年 9 月の耐震設計審査指針の改定で，

活断層の評価期間の変更と，周辺地質などの再

調査に当たっては変動地形学的調査や海上音波

探査など徹底した調査が求められ，さらに断層

評価の不確実さについての考慮などが求められ

た．その後，原子力安全・保安院は，全国の原

発施設について，新たな知見と再調査に基づい

て断層やリニアメントを再評価すること，また，

近接した活断層は連続した断層帯として安全側

に再評価するなど，原発施設の耐震安全性の再

評価を指示．これを受けて，2008 年３月 31 日

に全ての原子力事業者から中間報告が出された．

この報告によれば，日本原電は敦賀原発の敷

地表面に，日本原子力研究開発機構では「もん

じゅ」から西 500 ｍのところに「耐震設計上

考慮すべき活断層」が確認され，また，関西電

力美浜原発の「施設の地下深くに活断層面が想

定されている」こと，同高浜・大飯原発でも近

くに活断層があることが明らかになった．しか

も，「施設の地下深く」とは原発の直下という

意味であり，原発施設の敷地や近傍・直下に活

断層が存在しているということが改めて明きら

かになった．

（１）原発の耐震安全性にかかわる重要な，原

子炉設置許可申請での「断層」の評価と

地震の規模について

国や原子力事業者は，「活断層は心配ない」，

仮に問題があっても「十分安全余裕を見込んで

設計し，国の安全審査を受けているから大丈夫」

と住民に説明してきた．

①兵庫県南部地震（95 年）の後，５年も議

論してつくられた「新耐震指針」案を金沢地

裁が明確に否定
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2006 年３月 24 日，金沢地裁が，現在の耐

震設計には重大な欠陥があるとして志賀原発２

号機の運転差し止めを命じる判決を出した．さ

らに，原子力安全委員会のもとで原発の耐震指

針を検討している分科会（13）は，2006 年４月

28 日，「耐震設計審査指針」の改定案（「新耐

震指針」案）をまとめた．1981 年に策定され

た「耐震指針」は，2001 年に設置された同分

科会で５年にわたり検討され，審議，意見公募

を経て，2006 年９月には原子力安全委員会で

「新耐震指針」が決定された．

「新耐震指針」の特徴として，一つは，「基準

地震動」策定の手法を高度化している．これは，

従来の経験的な方法に加え「断層モデル」を併

用している．二つは，原子炉施設の重要度分類

のＡクラスや As クラスをなくすことで一部の

施設の耐震性を格上げしている．三つは，「想

定外の地震」にどう備えるかで，改定案は想定

外の地震で住民が被ばくするリスクを認め，そ

れを小さくする努力を求めた．しかし，リスク

を数値で示す「確率論的安全評価」の方法は盛

り込まれなかった．

その他，安全審査の対象となる活断層が５万

年から 12 ～ 13 万年に伸びたことは一定評価

できるが，同分科会の専門委員である石橋克彦・

神戸大学教授は，「長期的に見ると，日本列島

全体が大地震活動期に入りつつあり，今後発生

する大地震が，これまでに経験したことのない

震災を引き起こす可能性があり，大地震の震源

の直上に原発を造るべきでない」「原子炉施設

が大余震や地盤の隆起・沈降に耐えることなど

は盛り込まれていない，さらに，活断層がない

場合の不確実さについての考慮は求めているが，

規定・根拠が曖昧など問題は多く残されている」

と指摘している．

直下型地震での想定する地震の規模について

「新耐震指針」の案の段階では，想定すべき直

下地震の規模について，これまでＭ 6.5 として

いたのを「Ｍ７クラスが起こりうる」ことを基

本にすべきだと提言していたが，具体的な地震

規模を明記していない．結果的に「新耐震指針」

では，直下型でＭ 6.8 位になるという議論がさ

れ，採用されている．これは，地震の結果，地

表面に「地震断層」として痕跡が現れるような

地震の規模は，だいたいＭ 6.8 から７クラスで，

したがって，地表面に短くても「活断層」があ

るということは，過去にＭ 6.8 クラスの地震が

あった，という論議がされ，直下型ではＭ 6.8

を使うということになっただけである．

また，「活断層」が地表面に痕跡が現れない

場合もあることを考慮して７クラスにすべきと

の意見もあり，Ｍ 6.8 という根拠はまったくな

い．

2006 年金沢地裁の判決は，「耐震指針」の

理論的支柱である「松田式」「金井式」「大崎ス

ペクトル」（14）などをはじめ「新耐震指針」案（当

時）の主要な柱の崩壊を指摘した．具体的は，

志賀原発２号機の地震動の想定は「大崎の方法」

により，地震の規模を示すＭ（マグニチュード）

は，歴史地震とともに「活断層の長さ」をもと

に「松田式」で算定する，地震動の強さは，活

断層の中心から敷地までの距離をもとに「金井

式」で算定する．その上で，「大崎スペクトル」

で構造物の揺れを導き出すという手法で行われ

る．金沢地裁判決では，「松田式」を用いて地

震の規模を想定するのは，想定される地震の規

模を小さく予測してしまう危険があること．活

断層が見つからなかったからといって，原子炉

の直下に M6.5 を超える地震の震源断層が存在

しないと断ずる合理的な根拠があるとは認め難

いこと．「金井式」も連用の限界は慎重に見定

めるべきであり，「大崎の方法」は実際の観測

結果と整合しておらず，その妥当性を首肯し難

いこと，などである．
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また同判決は，「活断層が確認されていない

から起こり得ないとほぼ確実に言える地震の規

模は，Ｍ 7.2 ないし 7.3 以上というべきだ」と

指摘し，活断層が見つかっていなくても，Ｍ７

クラスの地震は起きるとの判断を示したことは，

「新耐震指針」を明確に否定したもので画期的

である．（その後，2009 年３月 18 日，名古屋

高裁金沢支部が地裁判決を取り消し，住民請求

を棄却した．）

②関西電力や日本原電などが国に提出した

原子炉設置許可申請書の断層評価の内容と，

地震調査研究推進本部（文科省）の断層評価

の内容に大きな相違点

若狭湾一帯では，敦賀半島を中心にＭ７クラ

スの直下型地震が起こる可能性があり，兵庫県

南部地震などの教訓・知見を組み入れた，原発

など建物の耐震基準を見直す必要があるとの指

摘を受けた経済産業省（原子力安全委員会の分

科会）は，2001 年から原発の「耐震指針」の

見直しに着手．しかし，評価できる項目もある

反面，原子力事業者の言い分をそのまま受け入

れた「新耐震指針」（2006 年９月）が決定され

たことは，前項でも述べたとおりである．

ここで指摘するのは，地震の調査研究を国と

して「一元的に推進する」目的で設置された「地

震調査研究推進本部」の見解についてである．

1995 年 7 月，全国に総合的な地震防災対策

を策定し実行するため，議員立法によって「地

震防災対策特別措置法」が制定．「地震に関す

る調査研究の成果が国民や防災を担当する機関

に十分に伝達され活用される体制になっていな

かったという課題意識の下に，行政施策に直結

すべき地震に関する調査研究の責任体制を明ら

かにし，これを政府として一元的に推進する」

とし，同法に基づき総理府（現在は文部科学省）

に，「地震防災対策の強化，特に地震による被

害の軽減に資する地震調査研究の推進」をする

目的で「地震調査研究推進本部」（以下＝「推

進本部」）がつくられた．

推進本部は，2003 年 3 月に「三方・花折断

層帯の長期評価について」（15），同年６月に「野坂・

集福寺断層帯の長期評価について」（16）と 2004

年１月に「柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯の長期評価に

ついて」（17）などをあいつで発表．そこに記載さ

れている断層評価の内容は，関西電力や日本原

電などが国に提出した原子炉設置許可申請書の

断層評価の内容と大きな相違点がある．

推進本部の発表によると，地震断層帯の「長

期評価」で，兵庫県南部地震と同規模の大地震

を引き起こす可能性がある長さの断層帯の存在

を指摘している（松田の定義にしたがって紀震

断層の区間を，近接し，並走する複数の活断層

が１つの区間として活動すると推定する手法に

よる）．

一方，関西電力などは，従来の手法（近接

し，並走する複数の活断層を連動して動くと見

ず，分断して短くし，別の活断層として評価す

る）を踏襲し，地震の規模を低く見積もってきた．

もし，原発が集中立地する若狭湾一帯で大

地震が起きた場合，地震による震災と，原発の

放射能による災害が若狭の住民を襲う（原発震

災）ことになる．阪神・淡路大震災では，全国

からたくさんのボランティア団体が支援に駆け

つけたが，もし若狭で「原発震災」が起きた場

合，放射能の汚染が心配で，だれも支援に来て

もらえないという事態も予測される．

（２）耐震安全性の再評価「バックチェック」（中

間報告・改定前と改定後）の問題点

①原発直下に「活断層」

これまでは「活断層は心配ない」という前提

のもとに，文献調査や空中写真判読，現地をた

だ歩いて見るだけの調査で「安全」とし，仮に

問題があっても「十分安全余裕を見込んで設計

しているから大丈夫」と住民に欺瞞的な説明を
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してきた．しかし，2007 年の中越沖地震など

の事実から，原子力事業者の活断層調査が今日

の活断層研究とはかけ離れていることが，パブ

リックコメントで指摘され，「リニアメント調

査」から「変動地形学的調査」に改められた．

そして 2008 年３月，耐震安全性の再評価

「バックチェック」（中間報告・改定前）を発表

（表３，４の改定前参照）．原子力事業者は，敦

賀原発 1・2 号では炉心から 200 ｍの敷地内に

長さ 18 ㎞の浦底 - 内池見断層と，長さ 25 ㎞

の浦底 - 池河内断層が確認され，この断層がそ

れぞれ M6.9 の地震を起こし得るとした．また，

長さ 32 ㎞の和布 - 干飯崎沖断層で M7.3，長さ

19 ㎞の甲楽城断層で M6.8，長さ 28 ㎞の柳ヶ

瀬断層で M7.0 の地震が起こし得るとし，想定

する地震の揺れの最大加速度を 532 ガルから

650 ガルに引き上げた．その後，2009 年３月

の同中間報告・改定後（表３，４の改定後参照）

では，長さ 25 ㎞の浦底 - 池河内断層について

M7.2，長さ 60 ㎞の和布 - 干飯崎沖～甲楽城断

層で M7.8 と訂正し，650 ガルから 800 ガルに，

さらに引き上げた．

日本原子力開発機構は，同中間報告・改定前

（2008 年３月）で，「もんじゅ」炉心から 500

ｍ西に長さ 15 ㎞の白木 - 丹生断層が確認され，

西の海底では複数の断層が連なるＣ断層（18

㎞）があると認定．Ｃ断層は「もんじゅ」の直

下約５㎞を通るとし，これらの断層がそれぞれ

M6.9 の地震を起こし得るとし，また，大陸棚

断層とＢ断層，野坂断層は別々に評価してそれ

（図５）関西電力のＨＰより
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ぞれ M6.8 として，想定する地震の揺れの最大

加速度を 466 ガルから 600 ガルに引き上げた．

その後，同中間報告・改定後（2009 年３月）で，

大陸棚断層とＢ断層，野坂断層は，長さ 49 ㎞

の大陸棚～Ｂ～野坂断層と再評価．M7.7 の地

震が起こり得るとし，600 ガルからさらに 760

ガルに引き上げた．

関西電力も，同中間報告・改定前（2008 年

３月）でＣ断層に基づき，美浜原発の想定す

る最大加速度を 405 ガルから 600 ガルに引き

上げ，また，大飯・高浜原発では大飯原発か

ら２㎞の距離に長さ 23 ㎞の Fo- Ａ断層が確認

され，この断層が M6.9 の地震を起こし得ると

し，想定する最大加速度を大飯原発では 405

ガルから 600 ガルに，高浜原発では 370 ガル

から 550 ガルに引き上げた．その後，美浜原

発は，同中間報告・改定後（2009 年３月）（図

５）で，長さ 49 ㎞の大陸棚～Ｂ～野坂断層

の M7.7 で 600 ガルから 750 ガルに引き上げ

た．大飯・高浜原発は，Fo- Ａ断層～ Fo- Ｂ断

層で長さ 35 ㎞，M7.4 の地震が起こり得るとし，

大飯原発は 600 ガルから 700 ガルに引き上げ

たが，高浜原発は 550 ガルから変更しなかった．

しかし，2004 年 10 月の中越地震では最

大 2,500 ガルを超える記録が出ており，また，

2007 年の中越沖地震では原子炉建屋で 1,000

ガル，タービン建屋で 2,000 ガルを超えた．今

回の原子力事業者の中間報告は，どんな活断層

や活断層帯が炉心の直下や周辺から見つかって

も，それら活断層帯は連動して動くことはな

く M7.8 以上は起こらない，想定する地震の揺

れの最大加速度は 550 ～ 800 ガルを上回らな

い，とするもので，これまで同様，過小評価に

過小評価を重ねるものである．しかし，本来な
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ら，今回のような連続した活断層帯と，近接し，

並走する複数の活断層帯が１つの区間として活

動することを考慮し「最大 M8.1 を想定すべき」

であり，今回の中間報告（訂正前と訂正後）で

明らかになった活断層や活断層帯の存在につい

て，敦賀原発では施設内断層のトレンチ調査，

周辺海域のさらに綿密な海底音波探査，陸域で

も同様な弾性波探査などを実施し，原子力安全・

保安院などとは異なる第三者の機関により厳密

に精査した上で，最新知見に基づき想定する地

震の揺れの最大加速度を決定し，対策をとるこ

とが必要である．

②アメリカの活断層法では，「活断層の上に

構造物はつくらない」

アメリカの活断層法では，「活断層の上に構

造物はつくらない」としており，一番近い原発

でも５㎞以上離れている．（ディアブロキャニ

オン原発）アメリカの活断層法（米カリフォル

ニア州 1972 年制定）は、原則として活断層線

から 50 フィート（約 15 メートル）以内に建

物の新設を禁止している．州政府が，航空写真

などをもとに活断層沿いに約 300 メートルの

幅を持つ特別調査帯を指定．この調査帯で住居

などを建てたりする場合は，施工主は届け出と

活断層の調査を義務付けられており，土地が活

断層から 15 メートル以上離れていることを証

明しなければならない，と定めている．

しかし，美浜原発や敦賀原発の直下に，大飯・

高浜原発は周辺数㎞に，「もんじゅ」は 200 ｍ

のところに活断層があり，即時停止も考慮すべ

きである．また，敦賀原発３・４号機の設置許

可申請が出されているが，この真下に活断層が

あり増設計画を中止すべきである．「もんじゅ」

は活断層から 200 ｍしか離れておらず，Ｃ断

層は「もんじゅ」の直下約５㎞を通ることから

運転再開はとうてい認められない．

③老朽化原発と巨大地震が重なった時の「原

発震災」は極めて深刻

中越沖地震規模の地震動が敦賀や若狭の原発

をおそった場合，考える必要があるのが老朽化

した原発の被害想定である．老朽化原発と巨大

地震が重なった時の「原発震災」は極めて深刻

な事態を引き起こす．原子力事業者や国は「コ

ンピュター解析で大丈夫」，「模型を試験的に揺

らしてみれば大丈夫」と言うが，老朽化した原

発の機器を震動台にかけて実証試験を行って検

証することが必要である．政府は「予算がない

から」と多度津の大型震動台を売却し，その後

廃棄処分された．コンピュター解析はおおよそ

のことはわかっても，老朽化した原発機器を安

全に動かす基準をつくるという点では不十分で

ある．したがって，老朽化した原発の耐震安全

性を評価する上で，実寸台の振動試験装置はど

うしても必要である．

以上

【参考文献等】

（１）「大地震」は，地震の規模（マグニチュード：Ｍ）

に対する階級で，Ｍ７以上の地震を指す．M7.8 以上

の地震は，「巨大地震」と呼ばれる．（地学事典（平
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凡社）より一部引用）

（２）地震学者・石橋克彦神戸大学教授（当時）の衆

院予算委員会公聴会（05 年２月 23 日）での口述か

ら．「非常に複雑高度に文明化された国土と社会が

言ってみれば，人類史上初めて大地震に見舞われる，

それも決して一つではない，何回か大地震に襲われ

る」「これは大げさではなくて人類がまだ見たことが

ないような，体験したこともないような震災が生じ

る可能性が非常にある」と警告．

（３）1997 年地震学者・石橋克彦神戸大学教授の提言．

（４）断層によりできた崖のことを断層崖と呼び，撓

曲によってできた崖のことを撓曲崖（とうきょくが

い）という．

（５）名古屋大学環境学研究科，地震火山・防災研

究センター http://www.seis.nagoya-u.ac.jp/INFO/

iwate_miyagi080614/trench0708.pdf

（６）活断層はその活動によって地形上に特徴的な

痕跡（断層変位地形）を残す．通常，1/8000 ～

1/40000 程度の空中写真を立体視して，この地形的

特徴を解読することによって活断層やその可能性の

ある直線状の地形（リニアメント）を抽出・評価する．

（７）土木学会原子力土木委員会編：『原子力発電所

地質・地盤の調査・試験法および地盤の耐震安全性

の評価手法』報告書第２編地質調査法（1985）

（８）文科相見解（地震調査研究推進本部：本部長は

文部科学大臣）では，・・「浦底－柳ヶ瀬山断層帯では，

M7.2 程度の地震が発生すると推定され，その際には

２ｍ程度の左横ずれが生じる可能性がある」

（９）原子力安全委員会・耐震安全性評価特別委員会，

地震・地震動評価委員会及び施設健全性評価委員会

（10）「国の審査責任の明確化とそのための文章

追加の提案」（中田高氏）http://www.nsc.go.jp/

senmon/shidai/chishitsu/chishitsu003/siryo3-1.

pdf

（11）「JEAG4601 地質調査編の問題点」（中田高氏）

http://www.nsc.go.jp/senmon/shidai/chishitsu/

chishitsu005/ssiryo4.pdf

（12）原子力安全委員会の審査体制に関するさらな

る提案（中田高氏）http://www.nsc.go.jp/shinsa/

shidai/genshiro/genshiro200/ssiryo3-2.pdf

（13）原子力安全委員会・原子力安全基準専門部会，

耐震指針検討分科会

（14）「大崎の方法」とは，松田式（断層の長さから

起こりうる地震の大きさを計算する式），金井式（地

震の規模と震源からの距離によって地震動の大きさ

を計算する式），大崎スペクトルを用いて基準地震動

を想定する方法である．

（15）「三方・花折断層帯の長期評価について」：「三

方断層帯は，福井県三方（みかた）郡美浜（みはま）

町沖合いの若狭湾から遠敷（おにゅう）郡上中（か

みなか）町（現在，若狭町）に至る断層帯である．

全体として長さは約 26 ｋｍで，ほぼ南北方向に延

びており，断層の東側が西側に対して相対的に隆起

する逆断層である」として，「北からＡ断層系，日向

断層，三方断層等が雁行配列するが，松田（1990）

の定義によれば，これらは１つの起震断層を形成し

ていると考えられ」，「断層帯全体が一つの区間とし

て活動し，マグニチュード 7.2 程度の地震が発生す

ると推定される．また，その際に幅の広い範囲にわ

たって断層の東側が相対的に隆起する段差や撓みが

生じ，その隆起・沈降量の合計は，３～５ｍ程度に

達する可能性がある」と記述．また，三方断層帯と

花折断層帯北部が同時に活動するとすれば，その場

合の地震規模は，断層の長さ54ｋｍで，マグニチュー

ド 7.7 になる可能性もあると指摘している．

（16）「野坂・集福寺断層帯の長期評価について」：

「野坂断層帯は，若狭湾から福井県三方（みかた）郡

美浜（みはま）町を経て敦賀市に至る断層帯であ

る．長さは約 31 ｋｍで，北西 - 南東方向に延びて

おり，左横ずれかつ北東側が相対的に隆起する逆断

層である」と説明．さらに「若狭湾のＢ断層系，若

狭湾から敦賀平野の南部に至る野坂断層，野坂断層

の南東部分とほぼ並走してその南西側に分布する野

坂南方断層より構成される．本断層帯は大部分が海
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域に位置する．断層帯の北西端付近では，Ｂ断層系

を構成する断層が右雁行配列している．また，Ｂ断

層系と野坂断層の海底延長部との間は，約４ｋｍに

わたって断層の存在が確認されていない」としてい

るが，松田（1990）の定義によると，全体が１つの

起震断層を構成しているとみることができることか

ら，この断層帯の将来の活動について，「野坂断層帯

では，全体が１つの区間として活動し，マグニチュー

ド 7.3 程度の地震が発生すると推定される．この場

合，２～３ｍ程度の左横ずれと断層の北東側が南西

側に対して高まる段差が生じる可能性がある」と記

述している．

（17）「柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯の長期評価について」：

「柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯は，日本海沿岸の福井県福井

市鮎川から丹生（にゅう）郡越廼（こしの）村越前

岬沖の若狭湾東縁を通り，滋賀県伊香（いか）郡木

之本（きのもと）町を経て，岐阜県不破（ふわ）郡

垂井（たるい）町に至る柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯主部と，

福井県敦賀（つるが）市の立石岬付近から敦賀湾を

横切り，滋賀県伊香郡余呉（よご）町に至る「浦底（う

らぞこ）- 柳ヶ瀬山（やながせやま）断層帯」からなる」

と説明．つづけて「全体の長さは約 100 ｋｍで，屈

曲点を境に北部では北北東 - 南南西方向，南部では

北西 - 南東方向に延びる．本断層帯は過去の活動時

期から，断層帯北端の福井県福井市鮎川から山中峠

南東付近までの北部，山中峠南東付近から椿坂峠付

近までの中部，及び椿坂峠から断層帯南端の岐阜県

不破郡垂井町に至る南部の３つの区間に細分される．

北部は断層の東側が西側に対して相対的に隆起する

逆断層で，南半部は左横ずれ成分を伴う．中部は左

横ずれ断層である．南部は左横ずれを主体とし，一

部，断層の北東ないし東側が西側に対して相対的に

隆起する逆断層からなる」．また，浦底・柳ヶ瀬山断

層帯について，「長さが約 25 ｋｍで，北西 - 南東方

向に延びる左横ずれを主体とする断層である」と記

述している．

　さらに，「断層帯主部（柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯）と

その西側を並走する浦底 - 柳ヶ瀬山断層帯は非常に

近接して分布していることから，断層帯主部の一部

と浦底 - 柳ヶ瀬山断層帯との活動に関連がある可能

性」があると指摘．松田（1990）の定義によれば同

様に，全体が１つの起震断層を構成しているとみる

ことができることから，この断層帯の将来の活動に

ついて，「断層帯主部は，最新活動と同様に３つの区

間に分かれて活動すると推定されるが，北部と中部

または中部と南部を合わせた区間（以下，北中部及

び中南部とする）が活動する可能性や断層帯全体が

１つの区間として同時に活動する可能性もある．北

部，中部，南部の３つに分かれて活動する場合，北

部ではマグニチュード 7.6 程度の地震が発生する可

能性があり，その際には断層の東側が相対的に４～

６ｍ程度隆起すると推定される．中部ではマグニ

チュード 6.6 程度の地震が発生すると推定され，そ

の際には１ｍ程度の左横ずれが生じる可能性がある．

南部では，マグニチュード 7.6 程度の地震が発生し，

その際には３～４ｍ程度の左横ずれが生じる可能性

がある．北中部または中南部が活動する場合は，そ

れぞれマグニチュード 7.8 程度の地震が発生する可

能性がある」と記載．「浦底 - 柳ヶ瀬山断層帯では，

マグニチュード 7.2 程度の地震が発生すると推定さ

れ，その際には２ｍ程度の左横ずれが生じる可能性

がある」と記述．そして，仮に両断層帯が連動して

動いた場合，「断層帯全体が活動する場合は，マグ

ニチュード 8.2 程度の地震が発生する可能性がある」

と指摘している．
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「日中平和と友好の旅」―紀行文（父の戦跡訪問など）

山　本　富士夫（日本科学者会議福井支部会員）

はじめに

①契機

今年（2009 年）の２月 28 日に鯖江 9 条の

会が「鯖江における戦争（その１）」と題した

例会を開催した．筆者はそこに招待され，父・

山本武著の『一兵士の従軍記録―つづりおく私

の鯖江３聯隊』（1985 年３月 24 日発行，安田

書店，絶版）[ 以下，「武の本」という ] と父か

ら語り継がれた戦争体験の話などの紹介を行っ

た．その講演では，赤紙で徴用された農民兵士

が，上海戦等での突撃を繰り返す中で悪魔に変

身してしまったこと，戦後もずっと厭戦にこだ

わり「戦争だけは二度とするな」と語り続けた

ことを述べた．筆者は，講演のむすびで，憲法

9 条を守るためには，父のような体験に基づく

「厭戦」の思いはそれだけで十分立派な戦争反

対の思想であると発言した．

その例会を企画した一人は，福井県 AALA

連帯委員会（以下，AALA）の北出理事だが，

彼から今年の秋には「日中平和と友好の旅」に

行き，山本武の戦跡を訪ね，観光も楽しんで来

ようという提案が出された．筆者はその場です

ぐに賛同した．それが今回の旅行の契機となっ

た．

②目的

4 月 17 日に，旅行の目的の具体的な内容を

詰めるため，中国に数年住み，中国内のあちこ

ちを旅行した経験の豊かな日中友好協会・福井

支部の会員お二人（村国氏，高橋氏）を招き，

AALA 理事二人（北出氏，筆者）と福井市内

中華料理店で会食し，目的と企画の内容を協議

した．その後も検討を繰り返し，結局旅行の目

的を次の三つに決めた．

ⅰ）戦跡訪問（上海戦跡と南京虐殺記念館）

ⅱ）中国経済の発展

ⅲ）中国の生活

旅行は，単なる物見遊山の観光旅行というよ

り勉強を楽しむスタディツアとすることにした．

紀行文の構成

紀行文の全体は，「はじめに」で今回の旅の契機，目的，経緯（企画と学習会）を述べ，次に「第 1 部」

で戦跡訪問，「第２部」で中国の経済発展，「第３部」で中国の生活について旅行報告をし，「おわりに」

でまとめと謝辞を述べる構成とする．本紀行文の内容は，事前学習会用に作成した資料を参考にして，

今回実際に旅行して見たり聞いたりしたものを書く．小見出しの各項目（丸数字）には通し番号を付

けるので，項目ごとに独立して読んで頂ける．写真は，できるだけ自分で撮影したものを使うが，他

の人の写真を借用した場合には撮影者を明記させて頂く．

なお，紀行文としては，旅行日程の時系列でまとめる記述方式をとらず，今回はテーマ別にまとめ

る形式を採る．そのために全体としては日時の前後関係で読みづらい箇所があるかも知れないが，そ

の点はご容赦願いたい．
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③経緯（企画と学習会）

４月 19 日に AALA 総会が開催され，記念

講演者として愛知県から高橋信先生を招いて，

「朝鮮人挺身隊」の補償を求める裁判と戦後補

償のお話を聞きした．その後の懇親会で，高橋

先生から中国旅行に行くならば，旅行社は南京

中北友好国際旅行社が良いとお勧めを頂いた．

同社の湯啓福・副総経理が６月９日に名古屋に

来るというので，筆者が会いに行った．彼こそ

は適任者だと確信した．

それまでに AALA 理事会で企画会議を繰り

返し，４泊５日の旅行概要を決めた．筆者はそ

れを持って湯さんとメールで相談した．予算は，

交流会に参加してくれる中国人のお客の食事代

を含め，一切合財で 10 万円以内（ただし，福

井―名古屋空港の間の交通費を除く，シングル

ルーム使用は料金追加）とすることも決めた．

蘇州観光や上海雑技団見物も含むことにした．

航空機は中国便とし，中国内での移動には，専

用バスを，ただし南京から上海までは新幹線を

利用することにした．

７月 25 日に第１回学習会を開催した．隼田

先生から「日中戦争史」のご講演をしてもらっ

た．先生は満州事変から北満警備，日中戦争へ

と進んだ歴史をレジメと略年表を付けて説明さ

れた．筆者は「日中平和と友好の旅」の企画内

容の説明をした．

９月 19 日の学習会（第２回）では，村国氏

から「簡単な中国語」を教えてもらった．また，

中国旅行での大事な注意点として，食べ過ぎて

下痢をしないこと，風邪を引かないこと，イン

フルエンザにかからないこともお聞きした．筆

者は，パワーポイントスライドを使って，「旅

の見どころ（戦跡訪問）」と「旅の見どころ（日

中文化の比較）」を話した．それまでに，湯さ

んと国際電話でたびたび相談し，旅行日程の詳

細を打ち合わせした．特に，上海では大学教授

2 名と学生数名を，南京では大学教授３名と学

生数名を招待し，双方向の交流ができるように

したいとして，その手配を頼んだ．このように

して旅行の事前準備は順調に進み，旅行への期

待は膨らんで行った．

「中国５日間の旅」の実施日程は，本訪問記

の最後につけた付表のとおりである．

10 月９日（金）の朝に福井を出て，中部国

際空港から上海に飛び発った．

10 月 13 日（火）に，行きの逆コースで帰

国した．

④旅行団の編成

企画当初はなんとか 20 人を集めたいと考え

ていたが，希望者が続出して８月の中頃には

20 人を超えてしまった．嬉しいことに参加者

募集のチラシはほとんど使わないうちに 23 人

となり，結局 8 月末には募集を締め切ってし

まった．

参加者のうち，女性は９人で，男性は 14 人

であった．約半数は元教員で，他の人もほとん

どが定年退職者であった．

団長は AALA 理事長の筆者が引き受けた．

事務局は北出理事が担当された．

第１部：戦跡訪問

⑤父・山本武の兵役の概要

山本武が上海に上陸したのは，1937 年９月

30 日であった．その後，崑山，蘇州，無錫，常州，

淳化鎮（南京城光華門外の部落）での戦闘を経

て，12 月 13 日に南京に入城し，24 日には南

京を出た．歩兵として，その間の約 300 ㎞を

一度も乗り物に乗ることなく歩き通した．そ

の後，徐州会戦，漢口での戦闘を経て，1939

年６月 18 日に岳州（現在名＝岳陽市：東洞庭

湖の近く）で船に乗り，楊子江を下って帰国

した．その後，敦賀聯隊勤務（1943 年 12 ～
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1944 年 8 月）を経て，さらに，太平洋戦争で

は 1944 年９月から八丈島警備に就き，そこで

終戦（1945 年 8 月 15 日）を迎え，その年の

11 月に無事鯖江に帰ることができた．

彼の中隊は 1937 年９月に鯖江を発つとき

194 人いたが，最後（1939 年６月）まで五体

満足で帰れたものは 20 数名（手足をなくした

人を含む））だった．彼は，激戦の中，九死に

一生を得て生き抜いた幸運を生涯ずっと感謝し

ていた．

彼は晩年になって「武の本」を書き上げた．

その本は 1985 年３月に彼の子供によって出版

されたが，彼はその前年（1984 年）４月 23

日に亡くなったので，本人は出版を見ていない．

⑥上海での戦跡訪問

「武の本」の 41 ページにある手書きの地図

（省略）を参考に，今回，上海市外灘（ワイタ

ン）に行って見て，彼が上海で上陸した場所は

蘇州河の河口（外灘の北端にある）から数百メー

トル上流側（黄浦江をまたぐ楊浦大橋＝浦東空

港から旧市街に通じる橋の側）ではないかと思

われた．「武の本」で，彼らは上陸の直後から，

落雷のごとき砲弾の炸裂する轟音に肝を冷やさ

れ，重い背嚢を負って汗とホコリにまみれなが

ら呉淞に向かって落伍しないように辛い行軍を

したこと，クリーク内に腐爛した支那兵の死体

が浮かんでいて悪臭をついたこと，現場の戦地

は内地の練兵場での訓練とは全く違い，戦々

恐々としたことを書いている．

10 月９日，私たちは上海浦東国際空港到着

後，専用バスで A20 公路を通り，黄浦江の地

下道（外環隧道）を抜けて，父たちの中隊が歩

いた思われる地域を呉淞（ウーソング）まで

行った．現在，その地域には巨大企業の宝山製

鉄所があり，延々とアパート群が続き，学校や

商店が立ち並んでいた．私たちは呉淞砲台湿地

森林公園（写真１）の前でバスを降り，その後，

呉淞の揚子江河口へ行った．その頃はすでに日

が暮れて暗くなっていたが，日野川や九頭竜川

しか知らない父が揚子江の河口の広さを知らず，

そこを海と間違えたのは仕方がないと理解でき

た．

父たちは上陸二日目に７里を歩いて張家角と

いう部落まで行軍し，「豆を炒るような機銃の

音，迫撃砲弾の炸裂する轟音，右も左も赤々と

炎上する戦火に，名状すべからざる戦場の光景

に身のひきしまるのを覚えた」のであった．私

たちが呉淞で見たのは，やはり予想通り，そこ

は 72 年の間に大きく変貌しており，もう戦場

の面影は全くなかった．全く新しい住宅街で

あった．

「武の本」では，彼の中隊から初めて死傷者

が出たのは 10 月８日と書かれている．武の属

する小隊が初めての突撃命令を受けたのは，奇

しくも私たちの旅行初日と同じ 72 年前の 10

月９日であった．場所は孟家宅とある．そこ

では，「敵の砲弾が熾烈，霧霰と飛んで来る中，

腹這いになったまま前進も後退もできず，その

日は夕方まで雨の中寒さと恐怖に震えながら，

乾パンをかじりつつ，亡き戦友の最期を語り，

人生の無常，戦争の非情さ，自分の運命を案じ，

写真１　山本武が歩いた呉淞（ウーソング）．そ
こは呉淞砲台湿地森林公園となっていた．その中
には砲台記念館があり，奥は揚子江河口となって
いる．



－ 39 －

福井の科学者 № 111 (2010 年２月）

南無妙法蓮華経を唱えた」のであった．この日

の被害は甚大で，馬来田少尉（現足羽神社宮司

の祖父），沢崎伍長（旧南条町・現在の南越前

町＝母の実家の近所の人）らが戦死し，その翌

日遺体収容に決死隊を出すなど，壮絶の限りで

あった．特に，第 5 中隊長・林実大尉の屍骸

は中国軍に収容されたようで，決死隊も 13 日

になってもついに発見できなかった．孟家宅で

の戦闘では，中国軍の兵器（ドイツ銃やチェコ

銃）が優れ，中国人兵士が大変勇敢だったため，

36 聯隊は負け戦（まけいくさ）となってしまっ

たのであった．日が暮れた後，彼の小隊は他の

部隊と交代し，相家橋まで退却し全滅を免れ彼

は生き延びたのであった．

筆者は，何とかして孟家宅に行って見たいと

思っていた．ガイドの曹陽さん（上記旅行社日

本中心営業部長）は，途中何回もバスを止めて

は近くの住民に道を聞き，とうとう孟家宅を探

し当ててくれた．そのころは，呉淞よりさらに

暗くなっていたため，バスを降りることもなく，

孟家宅がアパート群になっていることを確認し

ただけとなった．

「武の本」によれば，彼らはその後も陸家橋，

談家頭，張家宅や無名部落などで戦闘を続け

た．その間にもクリーク（運河）や塹壕で戦死

した数十名の戦友を見て慄然としたのであった．

武は 24 日に走馬塘クリークの斥候に 2 度出て，

数メートル前で敵兵に撃たれたが，かすり傷だ

けで無事生還できた．（「闇夜の鉄砲は当たらな

い！」を体験．）彼は，その中にあっても冷静に，

地形や敵状（クリークの幅や水深，敵陣地の構

造，人数など）を調べた．それが奏功して，彼

の中隊は二日間の戦闘を経て，翌 25 日に走馬

塘クリーク渡河一番を果たし，上海戦の一大作

戦に勝利した．彼は，その功績により金鵄勲章

をもらったのであるが，戦後そのことを内心誇

写真２　山本武が斥候に出て，彼の中隊が走馬塘
クリーク渡河戦一番突破を果たした所．やっと探
し当てた走馬塘クリークの護岸で当時の戦況を説
明する筆者とそれを聞く旅行団員たち（斎藤治孝
氏撮影）

写真３　上海 旦大学・楊教授（右端）と上海理
工大学・蔡教授（中央）に交流記念品として原爆
被災写真集を贈る筆者．（山本敏雄撮影）

写真４　上海理工大学の３人の学生（後列左から
１，２，４人目）と旅行団員（北京ダックで有名な
「全聚徳」上海支店で）．みんなで日中友好と平和
を誓い合った．
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りにしていたものの，外に吹聴することにかな

りの憚りを持っていた．ガイドの曹さんによれ

ば，蒋介石の戦略により走馬塘クリークの北側

を守って戦った中国軍は毛沢東軍だったそうだ．

父は当時そのことを知っていたかどうかは筆者

にはわからないが，「武の本」では「敵軍は非

常に強かった」と書いている．

曹さんの努力で走馬塘クリークに辿り着くこ

とができた．そこは，孟家宅を過ぎ，上海大学

から西北約 4 ㎞のところにあった．曹さんが

道を尋ねたタクシーの運転手はたまたま走馬塘

クリークの対岸にある張家宅の人であった．彼

は大変親切に走馬塘クリークのそばまで案内し

てくれた．40 歳くらいの人懐こい丸顔の男性

であった．彼は用が済むと手を振って車に乗り

込み走り去ってしまった．タイミングが合わず，

彼とは一言も会話ができず，残念であった．走

馬塘クリークは川幅が 20m 位で，暗闇の中で

はどす黒く淀んでいるように見えた．「武の本」

に書かれていた渡河戦の激しさをその地に立っ

て旅行団員に説明した筆者は，かなり興奮して

いたためか，異常に大きな声を出していたと聞

かされた（写真２）．

その夜の食事会には筆者の老朋友の蔡教授

（上海理工大学）と彼の学生（男子）３人，および，

楊教授（ 旦大学）を招待した．彼らは，私た

ちが訪ねた戦跡（孟家宅と走馬塘）を知ってい

なかったが，そのあたりでの戦いが激しかった

ことを知っていた．中国側の被害者はもう高齢

のため，私たちの食事会には出て来ることがで

きなかった．私たちの旅行団から記念品とし

て原爆被災写真集を両教授に贈った（写真３）．

本場の中華料理を賞味し，強い白酒と青島ビー

ルで何回も乾杯をした．私たちはみんな，今後

ますます日中友好を深めることが大切さだと意

気投合した．中国語のできる村国氏や高橋氏の

座ったテーブルでは，学生たちとの平和・友好

の話で大変盛り上がっていた（写真４）．

⑦被害者・黄恵珍さんの証言

10 月 12 日，私たちはホテルを出て，侵華

日軍大屠殺遇難同胞記念館に直行した．

「侵華日軍大屠殺遇難同胞記念館」の名称に

ついて，「屠殺」は「虐殺」と同意とし，「侵華」

も「日軍」も除いて，「南京大虐殺記念館」と

呼ぶことが多いようである．ここでは，そのよ

しあしの議論をスキップして，単に「記念館」

と呼ぶことにする．（この「記念館」は，山本

武の戦跡ではありません．）

「記念館」の前には，アメリカで活躍してい

る中国人彫刻家による大きな母と子の彫像が目

を引いた．それに続いて，被害者の苦悩を物語

る彫像群が十数点展示されていた（写真５，写

真６）．それらの彫像を見て，筆者はすでに眼

写真５　南京虐殺記念館の前にある母と子の彫像．
アメリカ在住の著名な中国人彫刻家作品．その大
きさだけでなく，母親の怒りと悲しみをこめて子
どもを抱き上げられている像を見ると，虐殺事件
の悲惨さを忘れてはならないと感ずる
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がしらが熱くなっていた．私たち旅行団は記念

館入口から入場し，被害体験を証言する女性の

話を聞くために講義室に入った．

証言に出て来られたのは，黄恵珍さん（87

歳）であった（写真７）．1937 年，彼女は父親

の仕事で山東省から南京に来て１カ月を経たこ

ろ，日本兵によって暴行（レイプ）された．そ

れは 15 歳のときだった．暴行現場を見た母は，

ショックで顎が外れ，尿を漏らしたという．彼

女は，家の近くで木に縛られた男性６～７人が

日本兵に刺殺されるのを目撃した．その後，彼

女は難民区に避難した．そこでは米人が玄関に

立ち彼女たちを守ってくれた．彼女らは顔を墨

で黒く塗って隠れて暮らした．時々日本兵が壁

を破るなどして侵入し，娘をさらって行くこと

があった．

彼女の結婚は不幸だった．夫はアヘン中毒

者だった．姑と一緒になって，彼女を「悪い

女」とののしり，毎日死ぬほどの暴行を加えた．

10 年後 28 歳の時に，その夫と死別した．その

後再婚し，ひどい仕打ちはなくなり，５人の子

供に恵まれ幸せを得たという．

しかしながら，84 歳になるまで自分の過去

を家族に話すことはなかったという．あの時は，

何も言えなかったそうだ．「記念館」で１年間

の指導や励ましを受けて，２年前から証言を始

めたと聞いた．

私たちの質問の一つ，「虐殺を見たか？」に

対して「難民区にいたので記憶にない．」と答

え，「賠償や謝罪を求めないのか？」という質

問に対して，「考えたこともない．」，「なぜ賠償

写真６　虐殺記念館の前にある彫像群．手前は泣
いている子供の像．この子を見ると涙が出て止ま
らなくなる．（山本敏雄撮影）

写真７　15 歳の時，日本兵によって暴行（レイプ）
されたと証言する黄恵珍さん（87 歳）は，２年
前から虐殺記念館等で証言を始めた．（牧野佳奈
子さん撮影）

写真８　黄恵珍さんにお礼を述べる筆者（団長）．
彼女は，「日本に恨みはないか」という質問に対
して，「当然恨んでいたが，日本に招待され親切
に扱ってもらったので，今ではそれほどではない」
と言われ，友好交流の大切さを見直した．握手を
した彼女の手にはぬくもりがあった．（牧野佳奈
子さん撮影）
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を求めないのか？」に対して「私の人生だから．」

と答えられた．「日本に対する恨みは？」と言

う質問には，「当然，恨んでいたが，証言のた

め日本に招待され，私を優しく扱ってくれた日

本人がたくさんいたので，今はそうでもない．」

と答えられた．また，「今後の日中関係について」

たずねたところ，「平和でいてほしい．二度と

戦争があってはいけない．」と明言された（写

真８）．

証言が終わった後，私たちは彼女を取り囲ん

で握手をした．そしたら，彼女から私たちの団

員数名にプレゼントを手渡してくれた．

彼女の手にはぬくもりがあった．私たちは，

何も贈るものを持っていなかったので，筆者は

大変あわててしまった．彼女を見送るとき，「再

見」と言ったら．「一路平安」（安全な旅を）と

気遣ってくれた．筆者は，またしても眼がしら

が熱くなってしまった（写真９）．

⑧侵華日軍大屠殺遇難同胞記念館

「記念館」は，戦後 40 年を記念して造られた．

2006 年６月から約１年半の拡張・改装工事を

経て，2007 年 12 月 12 日に除幕式を開き，南

京大虐殺事件 70 周年の 13 日にリニューアル

オープンした．最初の記念館建設と同様に，今

回の拡張・改装工事に対しても，日本の平和団

体等からかなりの資金といくつかの記念碑の提

供があった．実際に，慰霊碑では日本人からの

献花があり，万人坑では慰霊の花束が贈られて

いました（写真 10）．

「武の本」では南京事件について，次のように，

103 ページで数行程度しか触れていません：「毎

日６師団が死体を焼却するやら，舟で揚子江に

運び捨てているなど，現場はじつに惨憺たる情

況である，という．物好きにも，わざわざ遠く

下関まで見物に出かけた馬鹿者がいるらしい．」

と書いています．武たちは南京城の中で戦闘を

しなかったのですが，南京に到達するまでは戦

闘をやっていました．そのような城外の戦闘を

含めれば，彼らも南京事件に全く関係がないと

は言えないでしょう．それだけに筆者は南京事

件にますます関心が強くなるのであった．

「記念館」には展示物や大量の骨があった．

展示物の一つ一つを実証的に見学するには半日

ではとても時間が足らない．展示物のすべてを

理解することも不可能である．しかし，短時間

ではあったが見学を終えると，「南京事件はな

かった」とする右傾集団の見解（まぼろし説）

には全く賛同できなくなることは確かである．

記念館の出口で会った女性の旅行グループは

中国東北部（大連）から来たそうだ（写真 11）．

若い人たちがこのような場所に見学に来ること

写真９　黄恵珍さんと握手する団員．
（牧野佳奈子さん撮影）

写真 10　虐殺記念館内慰霊碑で献花し蝋燭を捧
げる団員．（田中耕一氏撮影）
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は，日本では沖縄以外に少ないのではなかろう

か？　山本敏雄（弟・武の５男）は父の本を見

せながら彼女たちと交流を試み，平和友好の意

思疎通を図ることができた．

⑨南京での戦跡（光華門と中華門）

私たちは，南京虐殺記念館の次に光華門（写

真 12）を訪れた．そこは，武も立寄ったにち

がいない場所である．私たち旅行団は光華門の

跡（現在，修復された門がある）に立ってみた

（写真 13）．武たちが南京城攻略に参戦したの

は，1937 年 12 月 5 日から 12 日までの８日間

であった．「武の本」の 92 ページにある手書

きの地図（省略）では，南京城があまりにも簡

単化され過ぎていて，それはスケッチというべ

き程度で地図とは言えないが，しかし，その地

図中に書き込まれているメモのとおり，武たち

の中隊は 12 日まで南京城の外で死闘を繰り返

していた．鯖江 36 聯隊の脇坂部隊が 12 月 12

日に「光華門一番のり」を果たし南京陥落に成

功し，翌 13 日に日本軍が南京入城を果たした

とされていることは有名である．武たちの小隊

は光華門の陥落に間に合わなかった．彼はその

ことを大変残念がっていた．

さて，武たちは上海戦から２ケ月の連戦を生

き，武勇者へと成長し，南京攻落戦では中国兵

捕虜をリンチで殺すことにためらうことがなく

なるほどに変身していった．たとえば，「武の本」

96 ～ 97 ページでは砂原一等兵の戦死の情況が

次のように書かれている．

武らの小隊が 12 月 10 日の午後５時ころ，

光華門の近くと思われるある一軒家の中で焚き

火を囲んで夕食の準備をしている最中に，数発

の機銃弾の音とともに砂原善作一等兵がアッア

と絶叫し，焚き火の中に倒れてしまった．銃

弾は外壁と武の背嚢を突き破って，砂原一等兵

の喉に命中した．武は「一片の花びらが一陣の

無情の風に散るごとく，ああ，無情．」と書い

ている．その翌日，武たちは，掃討に出て砂原

一等兵を狙撃した８名の敵兵を掴まえ，砂原一

等兵の墓標の前で死刑執行してしまった．彼は，

「これで，砂原善作の霊も，仇を討ちとっても

らって喜んでいるだろうと，胸がスーとして気

持ちがよい．」と書いている．さらに，「戦争と

はいいながら，直接人を殺すなどとは想像すら

しなかった．」が，仇討ちができて「後味が悪

いどころか，かえって気持ちがよく，飯もおい

しくいただけるんだから，戦争とはどんな者を

も悪魔にしてしまうもんだなア．」と．これを

読むと，筆者はいつも「戦争は絶対悪」である

写真 11　南京虐殺記念館を見学に来た中国東北
部の女性たちに山本武著の本『一兵士の従軍記録』
を見せて，旅行団員とともに彼女らと交流する山
本敏雄（右端）．（北出芳久氏撮影）

写真 12　鯖江 36 聯隊・脇坂部隊が陥落させたと
して有名な光華門（最近修復されたもの）と，そ
の外堀をまたぐ橋の上に立つ旅行団員．
（牧野佳奈子さん撮影）
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ことを確信するのである．私どもの親戚は父の

慙愧に堪えないこの部分を他人には知られたく

なかったのであるが，筆者はあえて公開した．

その理由は「戦争だけは二度とするな」と言っ

ていた父の言葉を永く広く伝えたいと考えたか

らである．砂原一等兵戦死の部分は，NHK の

テレビ番組で放映された（1985 年）．その放映

を見た砂原さんのご長男さんから，初めて自分

の父親の戦死の情況を知ったという電話を頂き，

筆者は言葉を失ったことを思い出した．

砂原一等兵の墓標のあった場所，すなわち，

リンチ殺害が行われた場所は，私たちが立った

光華門から城外方向１～２km のところにある

はずである．しかしながら，そのあたりは広い

道路と高層アパート群となっており，都市の構

造がすっかり変わっていた．筆者はそこを探す

ことを諦めてしまった．私たち兄弟は，父も立っ

た光華門の上に立ち，当時の戦死者と被害者の

無念さに思いを馳せた．もし父が健在でこの地

に立つことができたら，一体どんなことを言う

だろうかと考えた．たぶん，「あの当時の中国

がこのような近代都市に変貌するとは思いも寄

らなかった」，「あの戦争の犠牲の大きさゆえに，

戦争は無益でむなしいものであり，絶対にいや

なものだ」とでも言うだろうと思うのである．

その後，光華門から西南に３㎞ほどのとこ

ろにある中華門に行った（写真 14，写真 15）．

それは戦争記念物として修復されている．堅牢

な四重構造となっており，上には城郭があり，

横は長い城壁に連なっていた．南京城全体が幅

50 ～ 100m 位の堀（クリーク）に囲まれてい

るから，城壁都市の防衛構造のすごさに目を見

張る．そのような中華門で戦いに敗れた中国軍

兵士たちの無念さ・悔しさは想像を絶するもの

がある．戦に勝って中華門に日の丸を掲げ万歳

を叫ぶ日本兵の写真を見ると，父が「勝ち戦さ

は面白い・気分がいい」が，しかし同時に，「負

け戦ほど惨めなものはない」と言った言葉を思

写真 13　父も立った光華門の上に立ち同じ空気
を吸ってきた筆者と弟夫婦．後方のアパート群の
辺りが砂原一等兵の墓標とリンチ殺害場所と思わ
れる．

写真 14　四重構造の中華門とその上に建ってい
る城郭．手前は市内側，奥の城外は住宅街となっ
ている．1937 年の南京戦ではこの中華門は全半
壊された．　　　　　　　　　（北出芳久氏撮影）

写真 15　中華東門とそれに連なる城壁（いずれ
も最近修復された）．樹木のある側は城外で，近
代的な住宅街となっている．　（北出芳久氏撮影）
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い出す．

70 数年前の日中の兵士たちはみんな，消耗

品扱いされ，命がけの肉弾戦を強いられた．長

い目でみれば，戦争に勝ってもその喜びは刹那

的なものとなるだろうし，負ければ子孫まで恨

みと悲しみを引きずるであろう．双方の兵士の

虚しさ，無念さ，悲しさなどを推し量り，胸の

詰まる思いがした．

⑩下関（シャーグアン）訪問

10 月 12 日の夕食会には，南京虐殺問題研

究者として世界的に有名な南京師範大学の張連

紅教授（写真 16）と，筆者と同じ学問分野の

南京東南大学・王式民教授とその夫人（南京大

学教授），および，王教授研究室から二人の大

学院学生（女子）を招待した．張教授は「歴史

はすべて証拠をもって議論すべきだ」と言って

おられた．彼は，被害者数だけでなく被害状況

を調査し，論文を発表しておられる．特に，最

近は兵士の心理変化について研究をしておられ

る．張教授の話を王教授が英語で通訳してくれ

た．また，女子学生のテーブルには最も若い女

子旅行団員と中国語のできる二人の団員らが同

席し，多数の質問を学生にぶつけていた．この

パーティでも日中平和と友好の重要性について

共通認識を得ることができた．

筆者は今までに数回，王教授の車で揚子江の

岸にある下関に連れて行ってもらったことがあ

る．パーティが終わってから筆者と弟夫婦，高

橋氏，隼田先生らは，王教授夫妻のご案内を得

て，下関を見に行った．そこまで案内してくれ

たタクシー運転手も下関にある記念碑（写真

17）の場所を道案内してくれた路上の人も大

写真 16　南京師範大学・張連紅教授（左）と南
京東南大学・王教授に交流記念品として原爆被災
写真を手渡す筆者．

写真 17　揚子江の河岸・下関にある「侵華日軍
南京大屠殺中山埠頭遭難同胞記念碑」とそれを見
る団員．（山本敏雄撮影）

写真 18　揚子江の河岸にたち，下関のある倉庫
会社の敷地内に入れてもらって，王教授夫妻と倉
庫警護人夫婦から当時の状況について説明を聞く
団員たち．（山本敏雄撮影）
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変親切であった．

建物の合間から見える夜の揚子江は，広々と

ゆったり流れていた．もっと岸に近づきたいと

思って，ある倉庫の門前に立ち，揚子江を眺め

ようとしていたら，いぶかしげな表情をした倉

庫警護人夫婦が私たちに何かを話しかけてきた．

王教授夫妻が対応してくれた結果快く門塀を開

けて私たちを中に入れてくれた．東洋鬼と言わ

れた日本人に対して，彼らがそのように温かく

接してくれるとは思いもしなかったから，筆者

はすっかり恐縮してしまった．

私たちは揚子江岸に立ち，王教授夫妻から，

このあたりで約 10 ｋｍにわたり逃げ切れな

かった何万人という被害者の死体が横たわって

いたとか，石油をかけてそれを焼いたとか，地

中に埋めたとか，河に捨てたとか言う説明を聞

いた（写真 18）．警護人夫婦は，私たちがスタ

ディツアにきたことを知った上で，悪いのは当

時の日本軍だと言っていた．その話を聞いて，

筆者はまだ，一般市民だって戦争になれば悪魔

に変わってしまうのだから，軍部だけが悪いと

いうのは私たちに対する気休めではないかと，

半信半疑でいた．彼らの素朴な心根の優しさと

おおらかさには，心底感動した．

第２部：中国経済の発展

⑪東海大橋と浦東区の工業団地

４月 17 日の旅行企画打ち合わせ会やそのほ

かの会議の中で，中国に住んだことのある村国

氏と高橋氏から，上海浦東区から小洋郷島に至

る 34km の東海大橋ともう一本別に杭州湾を

またぐ 40 ｋｍの大橋があること，また，浦東

区は将来数百万人が働く世界一の工業団地を造

成していることを聞いていた．東海大橋（写真

19）は，中国の経済発展を見るのにふさわし

い場所であった．そこが 10 月 13 日（帰国の日）

の最後の見学先となった．

東海大橋は上海浦東国際空港からバスで 40

分くらいのところにある．バスから広大な荒野

や，魚の養殖場や野菜畑からなる農業地帯が見

えた．東海の海岸に近づくと漁村があり，すで

に進出した工場とその社員のためのアパート

群もできていた．しかし，まだわずかである．

34km の大橋が見えるところで一休みした．車

が連続して橋の上を走っているのが見えた．こ

のような大規模な高速道路と物流システムや，

世界一の工業団地が完成すれば，あらゆる生産

が可能になり，名実ともに中国が世界の工場と

言われる地位を確保するようになるだろうと

思った．

第３部：中国の生活

⑫交通事情

中国では車は右側通行である．車は，中国車

だけでなく，日本車，ドイツのフォルクスワー

ゲン，アウディ，ベンツも多いし，アメリカの

フォードやＧＭの車もイタリアの車も走ってい

た．最近は韓国の現代（ヒュンダイ）の車が増

えている．中国の車の保有台数は，数年後にア

メリカを超えて世界一になるらしい．以前は自

転車の洪水であったが，電動のスクータに入れ

変わってきている．車の信号無視や暴走などの

違反はほとんど見られなかったが，強引な割り

写真 19　34km の東海大橋．その周辺では数百万
人が働く世界一の工業団地を作っている．正しく
今，中国は「世界の工場」として抜きん出ようと，
経済発展を遂げつつある．
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込みや急な右折・左折の車があり，交通ルール

や運転マナーは一体どうなっているのだろうか

と思われた．しかし，車同士の衝突は余り見ら

れなかったが，はねられて死亡する歩行者と自

転車の人の数は年間 10 万人～ 20 万人とも言

われ，世界一多いと聞いた．特に電動スクータ

は音がしないので，事故が急増しているという

ことであった．中国では，交差点で車が走って

いても，横断歩道の赤信号を無視して車間を見

て車と接触すれすれで横断する人がいた．交差

点に限らず，車道のどこででも横断していた．

車は歩行者を避けてジグザグ運転しているから，

バスから見ていると今にも無茶な横断をしてい

る人をひいてしまいそうになり，ハラハラ・ド

キドキした．実際，私たちが道路を横切るのは，

命がけだった（写真 20）．渡り終えると歓声を

上げたものである．結局，私たちは，乗客とし

て運転手に身を任すしか仕方がない．バスの中

では，帰りの空港に着くまでずっとハラハラし

ていた．

⑬ゴミ

列車内でのゴミの始末は，2008 年の北京オ

リンピック以降，極めて良くなったが，ゴミを

出さないとか持ち帰るというルールはまだ十分

徹底していないようであった．車窓から線路沿

いを見ると，投げ捨てられたゴミが延々と続い

ていた．農村地帯にある水路や河川には，たく

さんのゴミが浮かび川岸にへばり付いていた．

プラスチック製品が増えた結果，ゴミとして長

く残っているのある．一方，20 年前に見られ

た車内での唾・痰吐きはもう完全に見られなく

なっていた．

⑭食事

中国のレストランでは，もちろんチャイナ

テーブルで中華料理を食べた．一テーブルを

11 ～ 12 人が囲む．大皿で約 10 種類の（人数

分より少し多い）料理が出てくる．前菜から始

まり，主菜，デザート（果物やお菓子）で終わ

る．ガイドの曹さんのご配慮もあり，いつも料

理のうまいレストランへ行くことができた．ま

た，おいしく頂くだけがテーブルマナーである．

私たちは，昼も夜もビールをとり（各自払い），

極めて機嫌よく，毎回食事を楽しむことができ

た．

写真 20　決死の覚悟で道路を横断しようとする
旅行団員．この道路は，南京市中山門を通過して
おり，両側にある大きな樹木の枝が日差しを遮り，
夏でも涼しくしてくれる．街並みは緑豊かで美し
い．（山本敏雄撮影）

写真 21　上海市豫園の隣にある老街（ラオジエ）
で見たオマル（バケツの右側）．おばさんがきれ
いに洗ったあと．老街は貧民街ではなく，昔から
住みついた人々が団結して暮らしている．（北出
芳久氏撮影）
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⑮トイレは良くなったが・・・．

山本武の本の中で，中国の「おまる」（男性

用は夜壺（イエフー），女性用は便盆（ニアオ

ペン）という）の話が出てくる．日本の兵士が

それを便器と知らず，色鮮やかな装飾が施され

ていたので高価な家具と間違えて，盗んできて，

その中にご飯を入れたというのである．武はそ

の兵士の無知を嘲笑するとともに，中国人の日

常生活用品に対する価値観に感心している．し

かし，筆者は過去の訪中でそのような「おまる」

を見たことがなかったが，今回上海の老街（ラ

オジエ）で見た（写真 21）．

さて，近年のホテルのトイレは，ウオッシュ

レットが付いているものもあれば，付いてない

ものもある．私たちのホテルは水洗になってい

るもののウオッシュレットは付いていなかった．

観光地や街中の公衆トイレは，最近極めて良く

なったものの，まだまだひどいものもある．便

座のない便器もあった．

特に困るのは，無料の公衆トイレの大便所だ．

ドアが付いていないものも，付いていても壊れ

ていて閉まらないものもある．中国人は，ドア

を閉めないまま，入口に向かって用を足す．団

員の中には，中国人がパンツの上げ下げなどを

眼前で堂々とやる光景をまともに見てしまった

人も複数いた．通常，用済みのトイレットペー

パは汚物入れに入れることになっている．それ

がまた溢れていたりして，匂いと不潔さで本当

にいやになってしまうことがある（写真 22）．

昼食時にビールを飲んだ私は，移動中に緊急

の用足しのためバスを止めてもらい，青空トイ

レに行ったこともあった．その際，団員の皆様

には大変不快な思いをさせ，失礼してしまった．

公衆便所が少ないように思う．

⑯住居

上海も蘇州も南京も大都会である．それら

に比べたら，福井などは小さな田舎に過ぎない．

中国の大都会はどこもかしこも建設ラッシュ

だった．高層アパート群がいっぱいあった．一

群には 30 ～ 40 階建てのビルが 30 ～ 50 棟立

ち並んでいた．そのような団地に住む人口は，

１万人～４万人とも聞いた．それだけで立派な

自治集団になる．入居希望者が過剰で，いくら

建てても追いつかない住宅不足は大問題という

ことであった．なお，中国では土地はすべて国

有である．それでも，50 年住むと，私有にな

ると聞いた．

写真 22　南京市明故宮の公園内にあったトイレ
は大小兼用で，ドアがない．落とし紙は，水路に
落とさず，汚物入れに入れて置く．
（北出芳久氏撮影）

写真 23　上海市豫園の隣にある老街で暮らす女
性とその孫．実に幸せそうだ．子供のパンツは二
つに割れていて，しゃがめば自然と開くので，用
が足し安い．（山本敏雄撮影）
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南京にも上海にも古くから人々が住みつい

ている老街がある．私たちは，老街を歩き，そ

の中の自由市場に入って見た．野菜も肉も魚

も信じられないほど安かった（写真 23，写真

24）．筆者は熟し柿を二つ 2 元（30 円）で買っ

た．味は大変良かった．老街では，家々の軒に

は沢山の電線が複雑に絡み合っていた．窓から

突き出た干し竿には絶妙な方法でカラフルな洗

濯物がぶら下げられていた．老街の住人たちは，

どの人も幸せそうに見えた．

まとめ：

この紀行文では，ⅰ）戦跡訪問（上海戦跡

と南京虐殺記念館），ⅱ）中国の生活，ⅲ）中

国経済の発展について，見聞したことを記した．

日中戦争の歴史を勉強し，中国人・戦争体験者

と交流することによって，日中の平和と友好は

今まで以上に前進するものと確信することがで

きた．さらに，憲法９条を守る運動を高める必

要を再認識した．

おわりに，南京中北友好国際旅行社の湯・副

総経理と曹・日本営業部長には大変お世話に

なった．お陰様でスタディツアは成功し満喫で

きた．ここに記して厚く御礼申し上げる．

写真 24　上海市豫園の隣にある老街を歩く旅行
団員．ここではすべてのものが安く賄える．（北
出芳久氏撮影）
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（付表）中国５日間の旅

企画実施：福井県 AALA 連帯委員会（参加者 23 名）

①

2009 年

10 ／ 09

（金）

福井大学

中部国際空港

→上海浦東

　国際空港

専用車

航空機

専用車

午前

午後

夕

福井大学 7:15 →鯖江駅東側 8:00 →敦賀 IC 駐車場

8:50 →中部国際空港 11:25

中国東方航空機 MU530 便で上海へ

13:50 中部発→上海浦東国際空港着 15:15

専用バスで戦闘地（呉淞，孟家宅，走馬塘など）の

跡を訪問

レストランで楊教授・蔡教授らと夕食交流会

★上海・粤海酒店泊

機

D

②

10 ／ 10

（土）

上海→蘇州

蘇州

南京

専用車 午前

午後

17：00

夜

8:30 ホテル発→蘇州市へ（100 分）

留園（世界遺産）　昼食は蘇州市内レストラン

虎丘→水郷→絹織物生産販売

蘇州発→南京へ（150 分）

南京市内レストラン→市内散歩★南京・京華大酒店泊

B

L

D

③

10 ／ 11

（日）

南京

専用車 午前

午後

8：30 ホテル発→南京大屠殺記念館・戦争体験者と

交流　昼食は南京市内レストラン

明故宮→中山門・城壁）→光華門（30 分）→光華

門→中華門

夕食：市内レストラン，張連紅教授・王式民教授ら

と交流・会食　★南京・京華大酒店泊

B

L

D

④

10 ／ 12

（月）

南京→上海

上海

鉄道

専用車

午前

午後

8：30 ホテル発→上海へ（鉄道，150 分）

昼食は上海市内レストラン→豫園 & 豫園商場

→南京東路→外灘（ワイタン）

夕食は市内レストラン　夜：上海雑技団

★上海・粤海酒店泊

B

L

D

⑤

10 ／ 13

（火）

上海

上海→中部

国際空港

中部→福井

専用車

航空機

専用車

午前

午後

8：30 ホテル発→魯迅記念館＆魯迅公園→ 100 元

ショップ→

上海市内レストラン→ 32Km 東海大橋建設＆新都

市開発工事見学→

16:15 上海浦東国際空港着

中国東方航空機 MU291 便で中部国際空港へ

18:15 上海発→ 21:25 中部国際空港着

中部国際空港 22:15 →敦賀 IC 駐車場 00:15 →

鯖江駅東側 01:15 →福井大学 01:30

B

L

機

※	 B：朝食　L：昼食　D：夕食　機：機内食

（注１）旅行担当者：南京中北友好国際旅行社有限公司　副総経理・湯福啓：携帯電話：+86-1-39-0515-2484

（注２）ホテルの住所：以下のとおりです．

	 上海 / 粤海酒店（上海市虹仙路 328 号，電話＋ 86 － 21 － 5117 － 1888）

	 南京 / 京華大酒店（南京市鼓楼区山西路 53 号，電話＋ 86 － 25 － 8312 － 8888）

（注３）中部国際空港往復バス：　送迎バス（小型 25 人乗り，トランク付き）：ABC ツーリスト手配
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編 集 後 記
2010 年の新年を迎え，成

人の日も済んだ時点でこの

編集後記を書いている．福

井市の成人式では二人が逮捕されたという．最

近では荒れる成人式も珍しくないが，若者がま

ともにものを言わなくなって久しい．これは閉

塞した現代社会の反映であるが，若者が元気に

正論をはける社会を取りもどさなければと痛感

されられる今日この頃である．

さて今号はめずらしく依頼した方からつぎつ

ぎと長文の原稿が届き，予定のページ数を大幅

にオーバーすることがわかった．これまで原稿

集めに苦労していたことを考えるとうれしい悲

鳴であるが，いかんせん財政が火の車の福井支

部では，全部を掲載することができず，３編の

原稿の積み残しを出さざるを得ない状況となっ

た．だが締め切りを守って書いてくれた著者に

は申し訳がたたない．それで苦肉の策ではある

が，６月発行の予定であった 112 号を４月に

前倒しして発行することにしたい．特に迷惑を

かける結果になった桜井康宏氏らにはこのペー

ジをかりてお詫びする次第である．

さて巻頭言は，次期・福井大学工学研究科

長になることが決まった小倉久和氏にお願いし

た．久しぶりに訪れた高知で感じたことを軽快

なタッチで文章にしていただいた．福井大学名

誉教授の瀬川洋氏には，学生時代の戦争体験に

ついて書かれた原稿を投稿していただいた．本

当の戦争や戦争時代のことを知らない世代のた

めに書かれたものである．また素粒子論が専門

で科学史・科学論にも詳しい大阪市立大学名誉

教授の菅野礼司氏には，『福井の科学者』のた

めに特にお願いして「物理学の基礎としての物

質と真空概念の変遷」という論文を書いていた

だいた．菅野氏は 1930 年生まれで，現在も盛

んに執筆活動を続けておられ，瀬川氏はさらに

年配であるがともにお元気である．若者が元気

のない時代だけに，我々中高年の会員がいまし

ばらく頑張らなくてはなるまい．

山本富士夫支部代表幹事には，昨年秋に福井

県AALA連帯委員会が実施した「日中平和と友

好の旅」について詳しい報告をしていただいた．

これで福井県AALA連帯委員会が毎年実施して

いる旅（単なる物見遊山の旅ではない）の報告は，

３年連続で『福井の科学者』に掲載されたこと

になる．敦賀に住む山本雅彦氏には，若狭の原

発の耐震安全性評価について詳細な批判論文を

投稿していただいた．これを機会に支部で原発

問題の議論が盛んになることを期待したい．

なお投稿いただいた桜井氏ら３名共著の論文

「障害者自立支援法に伴う知的障害者入所施設

の移行実態調査と問題点」と，私の連載「大正

デモクラシーと時代の雰囲気（２）－西洋デモ

クラシーと吉野作造の民本主義－」および「新

著紹介」は次号にまわすことにした．ご了承を

願いたい．

（高木秀男）
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